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シャープの光触媒テクノロジーがより快適なオフィス環境を
お届けします。

光触媒オフィス抗菌サービス

抗 菌 消 臭 防 汚 防カビ

日本料理　くろ松　県庁店　027-220-1131　前橋市大手町 1-1-1　群馬県庁舎 31 階導入先

光触媒を施工いただきました

〒371-0023　前橋市本町2-11-2　富士オートビル6Ｆ　TEL:027-220-5022（代）　 担当：安田



海
外
の
売
り
上
げ
が
9
割
を
占
め
る
太
陽
誘
電

に
お
い
て
、
梅
澤
さ
ん
の
海
外
出
張
は
実
に

５
０
０
回
以
上
。
訪
れ
た
国
は
30
か
国
を
超
え
る
。

「
大
胆
に
し
て
細
心
」一
目
見
て
瞬
時
に
浮
か
ん
だ
。

同
社
の
強
み
と
な
っ
た
“
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ

ン
デ
ン
サ
”
で
最
先
端
の
電
子
機
器
を
支
え
る
。

幾
多
の
困
難
は
口
に
出
さ
ず
と
も
「
社
長
を
含
め

役
員
が
正
し
い
判
断
が
で
き
る
企
業
は
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
る
」と
明
か
し
て
く
れ
た
。

業
績
が
順
調
に
伸
び
る
一
方
で
、
理
念
の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」が
実
現
し
た

か
ど
う
か
を
振
り
返
り
「
地
域
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

会
社
に
し
た
い
」と
目
を
向
け
た
の
も
梅
澤
さ
ん

だ
っ
た
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
前
橋
商
工
会
議
所
と
の
縁
を

き
っ
か
け
に
前
橋
市
が
取
り
組
む
交
通
政
策
に
協

力
し
自
社
技
術
を
活
用
し
た
「
回
生
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
」を
無
償
提
供
し
、
実
証
実
験
を
開
始
。

コ
ロ
ナ
渦
に
お
い
て
は
飲
食
店
に
無
料
で
貸
し
出

し
配
達
に
役
立
て
て
も
ら
っ
た
。

現
在
も
地
域
貢
献
は
「
危
機
管
理
型
水
位
計

︵
水
害
監
視
シ
ス
テ
ム
)
」の
開
発
や
医
療
現
場

に
お
け
る
「
災
害
ト
リ
ア
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
」な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。

趣
味
は
家
庭
菜
園
。
約
8
年
前
、
妻
が
50
坪
の

畑
を
借
り
「
お
父
さ
ん
、
定
年
し
た
ら
何
も
や
る
こ

と
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
わ
よ
」と
勧
め
て
く
れ
た
。

年
間
25
種
類
も
の
野
菜
や
果
物
を
栽
培
。
春
は
い

ち
ご
、
夏
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
し
、
ジ
ャ
ム
作

り
も
お
手
の
も
の
。
完
成
し
た
ジ
ャ
ム
を
取
引
先

に
お
す
そ
分
け
す
る
の
も
“
梅
澤
流
営
業
術
”
。

周
囲
か
ら
は
「
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
」と
親
し
み
を

込
め
て
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

41
歳
で
役
員
に
抜
擢
さ
れ
、
今
年
で
役
員
と
し

て
20
年
を
迎
え
た
。
同
社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も

の
の
よ
う
な
存
在
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
と

地
域
密
着
の
社
会
貢
献
で
「
未
来
を
耕
す
」

梅
う め ざ わ

澤　一
か ず

也
や

1959年埼玉県出身。1983年上智大学理工
学部化学科卒業。同年太陽誘電株式会社入
社。1997年事業本部総合研究所技術開発
部副主席研究員、2001年上席業務役員技
術グループグループ長、’04年上席執行役員
マーケティング本部本部長、’12年執行役員
新事業推進統括担当、’16年常務執行役員営
業担当、’19年より取締役常務執行役員営業、
新事業推進担当営業本部本部長。座右の銘
は「できるまでやる」。休日は家庭菜園と妻
との散歩を楽しむ。

太陽誘電株式会社　取締役常務執行役員
営業本部　本部長

写真：平山素也
文：奈良のりえ
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繭
まゆ

から糸を紡いでつくられる生
き い と

糸。
たくさんの人たちが関わり、
知恵と技術で撚

よ
られて、人にやさしく、美しく、そして強い絹

きぬ
となる。

明治・大正・昭和と世界に良質な生糸
－ブランド名“マイバシ”－の生産で栄華を誇った生

い と
糸の市

まち
『前橋』

前橋商工会議所は、会員のニーズや意見をくみとり、
少しずつ太い絆に変え、紡

つむ
いでいくことで

地域経済の発展と暮らしやすい県都・前橋づくりに努めていきます。

前橋商工会議所会報

題字　曽我孝之　前橋商工会議所会頭

セミナー・イベント・催事情報
などお届けしています

地域に役立つ情報を、毎月
1日・11日・21日の3回配信中

http://www.maebashi-cci.or.
jp/mailmagazine_entry.html

http://www.
maebashi-cci.or.jp/前橋商工会議所 検索 https://www.facebook.com/

maebashicci/  

Facebookはじめました

前橋商工会議所WEB 登録は、こちらから Facebook公式ページ

Vol.5962021.04CONTENTS

22

26 

30

32

INFORMATION 

前橋市からのお知らせ

会員ひろば／新会員のご紹介

キタカンだより／編集後記

01 MAEBASHI旬人

梅
う め ざ わ

澤　一
か ず

也
や

（太陽誘電株式会社　取締役常務執行役員
営業本部　本部長）

14 会議所活用DO!

ピンチをチャンスに！
寿司屋のテイクアウト強化大作戦
有限会社マルオカ（魚伸）

18 専門家の引き出し

［連載企画］

手島仁の前橋学講座 ～歴史×ビジネス×まちづくり～

第13回   藩営前橋製糸所創業150年⑧

16 知りたい!まえばしNOW!

広瀬川河畔への取り組みと今後について

03

特 集

逆境の時こそ、力を尽くす
〜2021年度前橋商工会議所事業計画推進にあたって〜
こんな時だからこそ「声を掛け合おう」

広瀬川。「水と緑と詩のまち」前橋市のシン
ボル的な風景でもあり、広瀬川河畔には
車輪の形をかたどった欄干が目を引く久
留万橋、展望橋のそばにあるらせんパイ
プ「登る水」、朔太郎生家の屋根には朔太
郎の詩「猫」にちなんだ猫のオブジェ…そ
れぞれ前橋にルーツがあり見どころがた
くさんある。デザイン都市をめざす前橋ら
しさ。そんなモノや場所、まちなかにある
風景を探していく一年がスタートした。

（撮影場所：広瀬川河畔）

表紙写真

2021.04 02



経 営 力 を 強 化 す る 委 員 会
　企業の経営力強化支援として、「人材確保・育成」「生産性向上・付加価値
向上」「事業承継」などへの取り組みや地方創生のための「イノベーション」
「起業・創業・第二創業」を推進する委員会。

生 産 性 向 上 専 門 委 員 会

国 際 化 支 援 専 門 委 員 会

経 営 支 援 専 門 委 員 会

労 務 ・ 人 材 育 成 専 門 委 員 会

産 業 経 済 を 活 性 化 す る 委 員 会
　商業・観光・モノづくり・エネルギーなどの各産業の活性化と新産業の
育成ならびに「Society5.0」「SDGｓ」「DX(デジタルトランスフォーメー
ション)」などの新しい動きに向けた取り組みを推進する委員会。

商 業 ・ 観 光 専 門 委 員 会

エネルギー・環境専門委員会

地 場 産 業 活 性 化 専 門 委 員 会

も の づ く り 専 門 委 員 会

ま ち づ く り を 推 進 す る 委 員 会
　県都にふさわしい、安心・安全・快適なまちづくりを目指すために2013
年に策定した「まちづくりビジョン“暮らしやすいまち”」を実現するため、
中心市街地の活性化や交通ネットワーク、地域包括ケア等を推進する委員会。

市 街 地 活 性 化 専 門 委 員 会

安心・安全なまちづくり専門委員会

交 通 政 策 専 門 委 員 会

会議所の組織・基盤を強化する委員会
　会員企業の発展と前橋の明るい未来づくりに大きな役割を果たし、地域に
必要とされ信頼される商工会議所としての存在意義を高めるために、「組織基
盤」「財政基盤」「広報・広聴」「事務局組織」の強化を推進するための委員会。

諮 問 委 員 会

部 会 活 性 化 委 員 会

組 織 運 営 委 員 会

基 盤 強 化 委 員 会

広 報 ・ 広 聴 委 員 会

　昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大に翻弄された１年でした。世界中で社会経済が混乱し、人々はこ

れまで経験したことのない自粛生活を強いられてきました。

　一方で、国全体としてのデジタル化の遅れや、過度な大都市集中のリスクと医療提供体制のあり方など、

日本の多くの課題が明確になりました。今後も激甚化する自然災害や新たなパンデミックは起こり得るも

のであり、不確実性の時代を生き抜いていくためには、それらを吸収できる「戦略的ゆとり」を持ち、こんな

時だからこそ「声を掛け合い」、経済再生に向けて地域が一体となり力を尽くすことが重要です。

　未だ不安を拭い切れない渦中ではありますが、これまで我慢を強いられてきただけに、新年度にかける思

いや期待は事業者も市民も強いものがあります。

　そこで今月号では、新年度のスタートにあたり、前橋商工会議所の事業運営の中心である16委員会の委

員長より2021年度への抱負や期待を語っていただきました。

逆境の時こそ、力を尽くす
〜 2 0 2 1 年 度 前 橋 商 工 会 議 所 事 業 計 画 推 進 に あ た っ て 〜

こんな時だからこそ「声を掛け合おう」

特集
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　昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、国内外の経済活動は大きな影響を受けました。

前橋でも飲食店の時短営業が要請され、飲食店のみならず多くの業種・業態でかつてない危機的

事態に陥り、国、県、市などの補助金等の対応により、当面の資金繰りを工面しながら、懸命に努

力を重ねて事業を継続されていることに改めて敬意を表します。

　こうした中で迎えた新年度は、蒸発した需要が戻らないのではという不安感や焦燥感により、

事業継続意欲を喪失してしまう事業者に対して、安心感を提供し廃業を未然に防ぐための対策が

重要と考えております。その一つとして、会員事業所の皆様の声を受け止め、国や県・市への政策

提言や要望を時機に応じて行うことが大切であります。そして、経営の安定化を支援するため、新

たに「経営発達支援計画」を策定し、着手いたします。各事業所や地域の発展のためには、経営の

安定化と人材育成・確保は大変重要な課題です。当所といたしましては経営力強化を積極的に支

援し、中核・中堅人材の育成にも産学官で連携して取り組み、事業所としっかりと寄り添った伴

走型支援を行いたいと考えております。こうした事業推進を着実に実行していくために、前橋商

工会議所の「組織ビジョン」を刷新し、そのビジョンを実現するための５年間の中期行動指針を

策定しました。

　次に、このコロナ禍で浮き彫りとなったデジタル化の遅れであり、急務となるデジタル化の推

進です。社会経済の変化への対応として、企業環境を問わずＤＸの推進が急務となっています。

しかし、多くの事業所でどのように対応したらよいのか分からない方も多いと思いますので、事

業所とともに身の丈に合ったＩＴ・ＡＩ・ロボット等のデジタル技術の導入支援を積極的に推進

し、生産性向上に寄与したいと考えております。

　最後に、ローカルファーストなまちづくりです。前橋ならではの安心・安全・快適なまちづくり

を具体化した「Green&Relax」を着実に推進していきたいと考えております。同時に前橋市が進め

る「前橋市アーバンデザイン」や「スーパーシティ構想」等を踏まえ、唯一無二のデザイン都市ま

えばしの実現に向けて行政や関係機関と積極的に連携してまいりたいと考えております。

　前橋商工会議所は、地域唯一の総合経済団体として、地域経済を支える中小・小規模事業者を

積極的に応援してまいります。

前橋商工会議所
会頭　曽我 孝之

（中屋商事㈱　代表取締役社長）

2021年度  スタートにあたって
〜我々の進むべき道・果たすべき役割〜
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広報・広聴委員会 基盤強化委員会諮問委員会 部会活性化委員会

委員長　町田 錦一郎
マチダコーポレーション㈱

相談役

委員長　平方 宏
平方木材㈱

代表取締役社長

委員長　新井 孝雄
㈱ヤマト

代表取締役会長

委員長　川﨑 弘
ALSOK群馬㈱

顧問

魅力ある商工会議所を目指し
基盤を強化

　商工会議所は会員事業所の
経営に資する事業やサービスを
提供することが重要な役割で
す。組織率を高めることで会員
の輪が広がり、情報共有が図ら
れるとともに会員事業所の課題
やニーズ等をより細密に汲み取
ることが可能になります。当委員
会ではこうした声をもとに、より
会員事業所に有益な事業やサー
ビスを企画・提供し、会員になり
たい、なって良かったと思っても
らえる事業所が増加するよう活
動していきたいと考えています。

会員事業所や地域に
役立つ情報を発信

　会員事業所皆様の声を聴き、
当所の特性を最大限にいかしつ
つ、会報「糸都」をはじめHP、メー
ルマガジン、Facebook等によ
り、下記のような情報発信に努
めていきます。
1.会員である商工業者の潤滑な
活動に資する経営情報の提供
2.会員や事業活動を行う市民に
役立つ、経済・社会情報の提供
3.前橋市と市民に向け、地域振
興と生活向上に貢献する広範
囲の話題を提供

会員事業所の
健全発展に向けて

　当所にご入会いただいた事業
所は必ず12部会のいずれかに
所属いただきます。つまり部会は
商工会議所運営の根本を形成
する重要な母体であります。
　昨年度はコロナ禍で、各部会
とも思うような活動ができない
状況でしたが、部会総会をはじ
め各部会で会員向け事業を行う
中で、各業界の動向や情報を的
確に収集し共有することで、全
ての業種・業態の事業所が健全
な発展を推進できるよう努めた
いと思います。

商工会議所の健全運営から
事業所へ安心を

　当委員会は、商工会議所が事
業運営を推進する上で、課題や
協議事項が生じた際に適切な対
応を検討・提案する委員会です。
　当所の健全運営を推進するこ
とで、会員事業所の皆様が安心
してご利用いただける商工会議
所を目指してまいります。
　当所をご利用いただくことで、
会員事業所の発展ひいては前橋
市の発展につながることを期待
しております。

　令和３年度は、今後５年間の事業活
動の母体として策定した「前橋商工会
議 所 組 織 ビ ジョン・中 期 行 動 指 針
2021-2025」をベースに、新型コロ
ナウイルス感染症の影響を被った会
員事業所等に対する業績回復支援、事
業継続意欲の喪失を未然に防ぐ支援
を重点的に行います。またテレワーク
や新たな働き方などビジネスモデル
の見直しや、身の丈に合ったＩＴ・Ａ
Ｉ・ロボット等のデジタル技術を実装
して生産性の向上に取り組む企業を
積極的に支援したいと思います。こう
した支援を着実に実行するため策定
した「経営発達支援計画」をもとに、会
員事業所の経営安定のために「伴走型
支援」を確実に実施したいと考えてい
ます。
　また、当所の基本方針に掲げた、安
心・安全・快適な県都にふさわしいまち
づくりを推進するため、新たに「Well-
being」という考え方も取り入れ、物質

的な豊かさとは異なる人間らしい豊か
な生活を選択できる都市を目指した
いと思います。そのためにも、現在前橋
市が進める「スーパーシティ＆スロー
シティ構想」を支援するとともに、アー
バンデザインや「Green＆Relax」を取
り入れた“デザイン都市まえばし”を具
現化して、中心市街地活性化を図りた
いと考えています。

重点事項

◦新型コロナウイルス感染症の影響から
の復興を第一とした基盤強化と事業継
続にむけた集中的支援

◦事業者のニーズを的確に捉え、５年後、
10年後の姿がイメージできる、企業のラ
イフサイクルに応じたサポート

◦デジタル技術等を活用したイノベーショ
ン振興による産業活性化

◦まちの価値を高め、Well-beingなまちづ
くりの推進

◦組織力の強化～新たな時代に対応でき
る組織・財政基盤の確立

2021年度　前橋商工会議所事業計画概要

会議所の組織・基盤を強化する委員会

組織運営委員会

委員長　小島 秀薫
池下工業㈱

代表取締役会長

信頼される商工会議所へ

　会員事業所のニーズに的確
に対応できる組織とするた
め、これまでの組織ビジョン
を刷新し、令和３年度から５
年間の中期行動指針を新たに
策定しました。
　このビジョンを実現するた
めに、年度毎の事業計画との
整合を図りながら着実に事業
推進し、市内事業者に頼られ
る商工会議所を実現したいと
思います。
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地域を   創る
まちの価値を高め、Well-   being なまちづくりの推進

⃝ローカルファーストによりまちの価値を高める　⃝クリエイティブ   企業の誘致と人材交流　⃝Well-beingなまちづくりの推進　
⃝安心安全に暮らせるまちづくりの推進　⃝快適な交通ネット   ワークの構築　⃝スーパーシティとスローシティの実現支援

ま
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
公
共
交
通
の
維
持
へ

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
は
大
き
く
制
限
さ
れ
ま

し
た
が
、
前
橋
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
の
勉
強
会
や
意
見
交
換
会
を
行
い
、
地
域
の
公
共
交
通

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
引
き
続
き
、
公
共
交
通
の
活
性
化
、
路
線
バ
ス
・
Ｊ

Ｒ
両
毛
線
・
上
毛
電
鉄
の
利
便
性
強
化
や
乗
り
入
れ
強
化
、
中

心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
公
共
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
並
び
に
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」形
成
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
な
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う

公
共
交
通
機
関
、
す
な
わ
ち
二
次
交
通
は
よ
り
重
要
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
必
要
性
を
よ
り
多
く
の
会
員
と
価
値
観

を
共
有
す
る
こ
と
、
広
報
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
現
在
旬
で
あ
る
前
橋
市
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
（
前
橋
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）の
推
進
を
応
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
委
員
に
よ
る
、
前
橋
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

の
体
験
会
の
実
施
、
ま
た
、
昨
年
未
実
施
で
あ
っ
た
先
進
地
視
察

な
ど
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
状
況
に
よ
り
、
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
自
ら
の
体
験
こ
そ
が
最
大
の
勉
強
で
あ
り
、
会
員

同
士
の
価
値
観
の
共
有
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
引
き
続
き
当
委

員
会
の
意
義
や
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
な
ま
ち
へ

　

い
つ
も
委
員
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
今
の
前
橋
中
心
部
へ
の
人
出
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
外
出
を
控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
相
当
減
少
し
て

い
ま
す
。
中
小
の
音
楽
ホ
ー
ル
や
劇
場
で
い
つ
で
も
楽
し
め
た

り
、
広
瀬
川
や
馬
場
川
沿
い
を
散
策
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で

話
し
た
り
、
食
事
や
読
書
し
た
り
と
い
っ
た
時
間
を
過
ご
す
。

こ
う
し
た
環
境
が
整
え
ば
、
来
街
者
・
滞
留
者
が
増
加
し
て
ま

ち
は
賑
わ
い
、
お
店
の
売
上
も
好
転
す
る
可
能
性
が
大
変
高
ま

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
車
を
運
転
し
な
い
で
来
街
で
き
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
ま
ち
な
か
で
ゆ
っ
た
り
と
時
間
を
過
ご
す
に
は
、
公
共

交
通
機
関
が
最
適
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
大
規
模
な
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
公
共
交
通
を
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。
楽
し
さ
が
一
段
と
大
き
く
な
り
ま
す
。
路
線
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
６
社
の
バ
ス
事
業
者
が
連
携
し
て
、
利
用
し
や
す

い
バ
ス
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
瀬
川
や
馬
場

川
河
畔
の
整
備
が
本
格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
も
、
こ
う
し
た
新
た
な
動
き
に
対
応
し
て
、
前
橋

の
価
値
を
向
上
さ
せ
、
前
橋
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ロ
ー
カ

ル
フ
ァ
ー
ス
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
＆
Ｒ

ｅ
ｌ
ａ
ｘ
」構
想
を
実
現
す
べ
く
、
行
政
や
前
橋
デ
ザ
イ
ン
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
協
力
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
政
策
専
門
委
員
会

市
街
地
活
性
化
専
門
委
員
会

委
員
長
　
石
井 

繁
紀

㈱
石
井
設
計
　
代
表
取
締
役
社
長

委
員
長
　
吉
岡 

慧
治

三
陽
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
　

代
表
取
締
役

今後 5 年間のまち   づくりのテーマ まちづくりを推進する委員会
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地域を   創る
まちの価値を高め、Well-   being なまちづくりの推進

⃝ローカルファーストによりまちの価値を高める　⃝クリエイティブ   企業の誘致と人材交流　⃝Well-beingなまちづくりの推進　
⃝安心安全に暮らせるまちづくりの推進　⃝快適な交通ネット   ワークの構築　⃝スーパーシティとスローシティの実現支援

「デザイン都市まえばし」を目指した
官民連携まちづくりスキーム

ま
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
公
共
交
通
の
維
持
へ

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
は
大
き
く
制
限
さ
れ
ま

し
た
が
、
前
橋
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
の
勉
強
会
や
意
見
交
換
会
を
行
い
、
地
域
の
公
共
交
通

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
引
き
続
き
、
公
共
交
通
の
活
性
化
、
路
線
バ
ス
・
Ｊ

Ｒ
両
毛
線
・
上
毛
電
鉄
の
利
便
性
強
化
や
乗
り
入
れ
強
化
、
中

心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
公
共
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
並
び
に
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」形
成
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
な
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う

公
共
交
通
機
関
、
す
な
わ
ち
二
次
交
通
は
よ
り
重
要
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
必
要
性
を
よ
り
多
く
の
会
員
と
価
値
観

を
共
有
す
る
こ
と
、
広
報
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
現
在
旬
で
あ
る
前
橋
市
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
（
前
橋
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）の
推
進
を
応
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
委
員
に
よ
る
、
前
橋
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

の
体
験
会
の
実
施
、
ま
た
、
昨
年
未
実
施
で
あ
っ
た
先
進
地
視
察

な
ど
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
状
況
に
よ
り
、
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
自
ら
の
体
験
こ
そ
が
最
大
の
勉
強
で
あ
り
、
会
員

同
士
の
価
値
観
の
共
有
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
引
き
続
き
当
委

員
会
の
意
義
や
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
有
効
活
用
に
向
け
て

　

昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
当
委

員
会
活
動
の
ほ
と
ん
ど
を
行
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
々
が
自
粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
現

在
の
状
況
は
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
経
験
で
あ
り
、
今
後
の
委

員
会
活
動
の
参
考
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
に
続
い
て
、
健
康
・
医
療
体
制
の
整
備
、
防
犯
・
見
守
り

体
制
の
確
立
、
危
機
管
理
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
そ
の
上
で

地
域
の
枠
組
み
と
共
に
、
全
国
一
律
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
加
え
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
よ
り
広
域
化
し
複
雑
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
状
況
下
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
当
委
員
会
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
促
進

し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
伝
達
を
利
用
す
る
こ
と
が
今
後
の

活
動
に
大
き
く
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
目
前
に

迫
っ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
各
種
支
援
金
の
給
付
等
、
公
正
公
平
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
う
え
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
で
迅
速
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
当
委
員
会
で
は
安
心
、
安
全
に
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
各
種
調
査
・
研
究
、
行
政
等
へ
の
要
望
お
よ
び
会

員
企
業
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
加
え
て

他
部
会
、
委
員
会
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に
向
け
た
連
携
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
な
ま
ち
へ

　

い
つ
も
委
員
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
今
の
前
橋
中
心
部
へ
の
人
出
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
外
出
を
控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
相
当
減
少
し
て

い
ま
す
。
中
小
の
音
楽
ホ
ー
ル
や
劇
場
で
い
つ
で
も
楽
し
め
た

り
、
広
瀬
川
や
馬
場
川
沿
い
を
散
策
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で

話
し
た
り
、
食
事
や
読
書
し
た
り
と
い
っ
た
時
間
を
過
ご
す
。

こ
う
し
た
環
境
が
整
え
ば
、
来
街
者
・
滞
留
者
が
増
加
し
て
ま

ち
は
賑
わ
い
、
お
店
の
売
上
も
好
転
す
る
可
能
性
が
大
変
高
ま

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
車
を
運
転
し
な
い
で
来
街
で
き
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
ま
ち
な
か
で
ゆ
っ
た
り
と
時
間
を
過
ご
す
に
は
、
公
共

交
通
機
関
が
最
適
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
大
規
模
な
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
公
共
交
通
を
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。
楽
し
さ
が
一
段
と
大
き
く
な
り
ま
す
。
路
線
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
６
社
の
バ
ス
事
業
者
が
連
携
し
て
、
利
用
し
や
す

い
バ
ス
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
瀬
川
や
馬
場

川
河
畔
の
整
備
が
本
格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
も
、
こ
う
し
た
新
た
な
動
き
に
対
応
し
て
、
前
橋

の
価
値
を
向
上
さ
せ
、
前
橋
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ロ
ー
カ

ル
フ
ァ
ー
ス
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
＆
Ｒ

ｅ
ｌ
ａ
ｘ
」構
想
を
実
現
す
べ
く
、
行
政
や
前
橋
デ
ザ
イ
ン
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
協
力
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
･
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
専
門
委
員
会

委
員
長
　
角
張 

智
之

㈱
ヤ
マ
ニ
熱
工
業
　
代
表
取
締
役

今後 5 年間のまち   づくりのテーマ
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地域経済  の活性化
攻めのデジタル技術等を活用   した変革と事業イノベーション

⃝企業のデジタル化推進　⃝稼ぐしくみの推進　⃝イノーベーション振興による産業活性化　⃝企業誘致と人材育成　⃝赤城山振興とチッタスローなどの地域観光資源活用の促進

環
境
変
化
に
対
応
す
る
も
の
づ
く
り
企
業
へ

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

我
々
製
造
業
に
お
い
て
も
大
変
厳
し
い
影
響
を
受
け
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
原
材
料
等
の
調
達
が
出
来
ず
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
他
、
需
要
の
減

退
、
更
に
は
営
業
・
販
促
活
動
の
縮
小
等
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
無
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
、
こ
の
不
確
実
性
の
時
代
に
お
け

る
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
本
年
度
の
当
委
員
会
で

は
、
研
究
機
関
や
大
学
等
と
連
携
し
、
地
域
も
の
づ
く
り
企
業

の
新
技
術
創
出
や
技
術
力
向
上
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、
製
造

過
程
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
べ
く
、
セ
ミ
ナ
ー
や

専
門
家
派
遣
を
通
じ
て
Ｄ
Ｘ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
自
社
の
身
の
丈
に

合
っ
た
Ｉ
Ｔ
技
術
の
利
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
中
で
も
も
の
づ
く
り
企
業
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｔ
人
材
不
足

が
顕
著
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
元
前
橋
市
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
人
材

を
輩
出
で
き
る
よ
う
な
機
関
を
設
置
で
き
る
よ
う
行
政
や
関
係

各
所
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
取
引
拡
大
に
向
け
た
自
社
技
術
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
更

に
は
事
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
た
展
示
会
や
商
談
会
へ
の
積
極

的
な
支
援
を
行
い
、
行
政
は
も
と
よ
り
各
種
関
係
団
体
と
の
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
場
産
業
活
性
化
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
に
努
め
ま
す

　

当
委
員
会
の
令
和
２
年
度
を
振
り
返
る
と
、
地
域
産
業
の
活
性

化
と
持
続
的
な
発
展
を
目
指
す
べ
く
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

の
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
委
員
会
活
動
を
妨
げ
ら
れ
、
計
画

ど
お
り
に
進
め
ら
れ
ず
、
大
変
残
念
な
思
い
が
残
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
感
染
症
の
早
期

終
息
と
平
常
の
経
済
活
動
に
戻
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な

逆
境
の
時
代
こ
そ
、
多
業
種
が
所
属
す
る
商
工
会
議
所
の
組
織
力

が
大
き
な
強
み
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、一
致
団
結

し
て
令
和
３
年
度
の
委
員
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
前
橋
市
な
ら
で
は
の
も
の
づ
く
り
技
術
や
伝
統
、

豊
か
な
農
林
畜
産
物
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
様
々
な
製
品
や
加
工

品
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
何
が
地

域
に
役
立
つ
の
か
を
幅
広
く
情
報
収
集
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
特

性
を
知
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
地
域
資
源
の
有

効
活
用
に
よ
る
新
技
術
・
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
等
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
創
出
を
目
指
し
、
農
商
工
連
携
や
産
学
官
連
携
な
ど
の
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
を
主
に
、
行
政
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
前
橋
市
や
各
種
団
体

と
連
携
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
委
員
会
活
動
を
通
し
て
、
新
た
な
付
加
価
値
が
創
出

さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
、
地
場
産
業
活
性
化
の
た
め
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

も
の
づ
く
り
専
門
委
員
会

地
場
産
業
活
性
化
専
門
委
員
会

委
員
長
　
福
嶋 

康
行

嶺
工
機
㈱
　
代
表
取
締
役

委
員
長
　
石
川 

靖

朝
日
印
刷
工
業
㈱  

代
表
取
締
役
社
長

今後 5 年間の産  業振興のテーマ 産業経済を活性化する委員会
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地域経済  の活性化
攻めのデジタル技術等を活用   した変革と事業イノベーション

⃝企業のデジタル化推進　⃝稼ぐしくみの推進　⃝イノーベーション振興による産業活性化　⃝企業誘致と人材育成　⃝赤城山振興とチッタスローなどの地域観光資源活用の促進

環
境
変
化
に
対
応
す
る
も
の
づ
く
り
企
業
へ

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

我
々
製
造
業
に
お
い
て
も
大
変
厳
し
い
影
響
を
受
け
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
原
材
料
等
の
調
達
が
出
来
ず
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
他
、
需
要
の
減

退
、
更
に
は
営
業
・
販
促
活
動
の
縮
小
等
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
無
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
、
こ
の
不
確
実
性
の
時
代
に
お
け

る
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
本
年
度
の
当
委
員
会
で

は
、
研
究
機
関
や
大
学
等
と
連
携
し
、
地
域
も
の
づ
く
り
企
業

の
新
技
術
創
出
や
技
術
力
向
上
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、
製
造

過
程
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
べ
く
、
セ
ミ
ナ
ー
や

専
門
家
派
遣
を
通
じ
て
Ｄ
Ｘ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
自
社
の
身
の
丈
に

合
っ
た
Ｉ
Ｔ
技
術
の
利
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
中
で
も
も
の
づ
く
り
企
業
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｔ
人
材
不
足

が
顕
著
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
元
前
橋
市
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
人
材

を
輩
出
で
き
る
よ
う
な
機
関
を
設
置
で
き
る
よ
う
行
政
や
関
係

各
所
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
取
引
拡
大
に
向
け
た
自
社
技
術
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
更

に
は
事
業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
た
展
示
会
や
商
談
会
へ
の
積
極

的
な
支
援
を
行
い
、
行
政
は
も
と
よ
り
各
種
関
係
団
体
と
の
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

低
炭
素
社
会
に
向
け
て

　

当
委
員
会
で
は
、
資
源
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す

る
事
項
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
事
項
、
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
事
項
の
３
項
目
を
重
要
項
目
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事

業
者
の
視
点
で
考
え
ら
れ
る
取
り
組
み
方
策
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
起
因
と
し
た
地
球
温
暖
化
や
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
な
ど
、
情
報
収
集
か
ら
行
動
提
言
に
至
る
ま
で
多
様
性
を
持

ち
な
が
ら
事
業
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
々
で
は
、
我
が
国
の
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
（
実
質
ゼ
ロ
）の
実
現
に
向
け
、
首
相
よ
り
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
関
す
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
産
業
界
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
国
の
動
き
を
注
視
し
、
会
員
事
業
所
の
皆
様

に
有
益
に
な
る
よ
う
な
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
行
う
と
と
も
に
、
環
境
保
全
と
経
営
強
化
の
双
方
が

持
続
可
能
な
前
橋
版
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
ご

提
案
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
橋
の
新
し
い
魅
力
を
創
造
す
る

　

昨
年
延
期
と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、
新
し
い
形
で
の
開
催
と
な
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、

希
望
を
失
い
つ
つ
あ
る
状
況
を
変
え
る
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
、
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
残
念
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

は
大
き
く
、
特
に
飲
食
店
を
中
心
に
観
光
関
連
産
業
は
、
大
変
厳
し

い
経
営
環
境
下
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入

れ
た
経
済
活
動
や
観
光
振
興
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
＆
Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｘ

を
掲
げ
る
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
前
橋
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、
更
な
る

飛
躍
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
担
当
い
た
し
ま
す
委
員
会
で
は
、「
萩
原
朔
太
郎
」を
核
と

し
た
『
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
「
詩
・
文
学
の
ま
ち
前
橋
」

の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
』に
向
け
、
従
来
の
文
学
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
首

都
圏
の
若
い
女
性
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
観
光
商
品
及
び
特
産

品
開
発
を
進
め
る
こ
と
で
、
新
し
い
魅
力
の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
も
前
橋
文
学
館
や
群
馬
県
デ
ザ
イ
ン
協
会
の
皆
様

と
の
連
携
を
密
に
、
前
橋
の
新
た
な
魅
力
の
発
信
が
で
き
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
場
産
業
活
性
化
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
に
努
め
ま
す

　

当
委
員
会
の
令
和
２
年
度
を
振
り
返
る
と
、
地
域
産
業
の
活
性

化
と
持
続
的
な
発
展
を
目
指
す
べ
く
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

の
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
委
員
会
活
動
を
妨
げ
ら
れ
、
計
画

ど
お
り
に
進
め
ら
れ
ず
、
大
変
残
念
な
思
い
が
残
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
感
染
症
の
早
期

終
息
と
平
常
の
経
済
活
動
に
戻
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な

逆
境
の
時
代
こ
そ
、
多
業
種
が
所
属
す
る
商
工
会
議
所
の
組
織
力

が
大
き
な
強
み
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、一
致
団
結

し
て
令
和
３
年
度
の
委
員
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
前
橋
市
な
ら
で
は
の
も
の
づ
く
り
技
術
や
伝
統
、

豊
か
な
農
林
畜
産
物
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
様
々
な
製
品
や
加
工

品
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
何
が
地

域
に
役
立
つ
の
か
を
幅
広
く
情
報
収
集
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
特

性
を
知
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
地
域
資
源
の
有

効
活
用
に
よ
る
新
技
術
・
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
等
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
創
出
を
目
指
し
、
農
商
工
連
携
や
産
学
官
連
携
な
ど
の
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
を
主
に
、
行
政
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
前
橋
市
や
各
種
団
体

と
連
携
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
委
員
会
活
動
を
通
し
て
、
新
た
な
付
加
価
値
が
創
出

さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
、
地
場
産
業
活
性
化
の
た
め
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
･
環
境
専
門
委
員
会

商
業
・
観
光
専
門
委
員
会

委
員
長
　
矢
端 

和
之

㈱
関
東
高
圧
容
器
製
作
所
　
代
表
取
締
役
会
長

委
員
長
　
板
垣 

忍

社
会
保
険
労
務
士
法
人 

板
垣
労
務
管
理
事
務
所

代
表
社
員
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中小企業の   経営力強化
経営者が自社の5年後、10年   後をイメージできる経営サポート

⃝新型コロナウイルス感染症の影響による倒産を防ぐ　⃝支援企業の営業利益率向上　⃝イノベーティブな事業環境の創出　⃝生産性の向上と働き方改革への支援

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用
確
保
や
人
材
育
成
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済
情
勢
を

踏
ま
え
、
雇
用
情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
当
委
員
会
で
は
感
染
拡
大
防
止
の
徹
底
と
経
済
社
会
活
動

の
推
進
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
命
題
と
な
る
中
で
、
コ

ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
つ
つ
以
下
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

１
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど
多
様
な
勤

務
形
態
や
「
働
き
方
改
革
」
に
対
応
す
る
た
め
の
労
働
環

境
の
整
備
、
改
善
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

２
．
ぐ
ん
ま
外
国
人
総
合
相
談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
や
専

門
家
と
連
携
し
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
外
国
人
材

の
雇
用
な
ど
人
手
不
足
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

３
．
地
域
人
材
の
育
成
・
定
着
に
向
け
た
産
学
官
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
「
め
ぶ
く
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
前
橋
」

に
積
極
的
に
参
画
し
、
地
元
進
学
、
地
元
就
職
、
社
会
人
の

学
び
な
お
し
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）を
推
進
す
る
た
め
の
事

業
を
検
討
・
実
施
し
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
求
め
る

産
業
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

４
．
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
前
橋
市
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
た
就
職
面
接
会
、
若
者
の
地
域
定
着
や
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
に
向
け
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
と
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

迅
速
か
つ
わ
か
り
や
す
く
！

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
ほ
ぼ

全
て
の
業
種
に
多
大
な
影
響
が
あ
る
一
方
で
、
商
工
会
議
所
と
し

て
は
今
ま
で
以
上
に
会
員
企
業
と
接
す
る
機
会
が
増
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
や
事
業
が
行
え
な
い
反
面
、
資
金
繰
り
相
談
や
補
助
金
活

用
相
談
な
ど
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
議
所
と
接
点
が
無
か
っ
た
事
業

者
と
の
相
談
も
増
え
、
個
者
支
援
に
重
点
を
置
い
た
一
年
で
し
た
。

　

令
和
３
年
度
で
は
、
こ
の
一
年
間
で
蓄
え
た
知
見
を
活
か
し

た
経
営
支
援
が
よ
り
重
要
に
な
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
新
生

活
様
式
に
対
応
し
た
販
売
方
法
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
、

急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
課
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
国
や
県
、
市
な
ど
で
コ
ロ
ナ
対

応
の
融
資
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
返
済
が
は

じ
ま
る
企
業
も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
資
金
繰
り

が
厳
し
い
事
業
者
も
い
ま
だ
多
く
、
資
金
繰
り
支
援
も
昨
年
以

上
に
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
所
と
し
て
は
、
経
営
発
達
支
援
計
画
を
策
定
し
、「
経
営
者

が
自
社
の
5
年
後
、
10
年
後
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
経
営
サ
ポ
ー

ト
」を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
様
々
な
経
営
支
援
を
実
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
特
例
事
業
承
継
税
制
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な

ど
経
営
に
直
接
関
係
す
る
税
制
も
終
了
・
開
始
時
期
が
迫
っ
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
わ
か
り
や
す
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
情
報

を
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

労
務
･
人
材
育
成
専
門
委
員
会

経
営
支
援
専
門
委
員
会

委
員
長
　
中
島 

利
郎

㈻
有
坂
中
央
学
園
　
理
事
長

委
員
長
　
秋
葉 

仁

あ
お
ば
税
理
士
法
人
　
代
表
社
員

今後 5 年間の経   営支援のテーマ 経営力を強化する委員会
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中小企業の   経営力強化
経営者が自社の5年後、10年   後をイメージできる経営サポート

⃝新型コロナウイルス感染症の影響による倒産を防ぐ　⃝支援企業の営業利益率向上　⃝イノベーティブな事業環境の創出　⃝生産性の向上と働き方改革への支援

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用
確
保
や
人
材
育
成
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済
情
勢
を

踏
ま
え
、
雇
用
情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
当
委
員
会
で
は
感
染
拡
大
防
止
の
徹
底
と
経
済
社
会
活
動

の
推
進
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
命
題
と
な
る
中
で
、
コ

ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
つ
つ
以
下
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

１
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど
多
様
な
勤

務
形
態
や
「
働
き
方
改
革
」
に
対
応
す
る
た
め
の
労
働
環

境
の
整
備
、
改
善
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

２
．
ぐ
ん
ま
外
国
人
総
合
相
談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
や
専

門
家
と
連
携
し
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
外
国
人
材

の
雇
用
な
ど
人
手
不
足
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

３
．
地
域
人
材
の
育
成
・
定
着
に
向
け
た
産
学
官
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
「
め
ぶ
く
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
前
橋
」

に
積
極
的
に
参
画
し
、
地
元
進
学
、
地
元
就
職
、
社
会
人
の

学
び
な
お
し
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）を
推
進
す
る
た
め
の
事

業
を
検
討
・
実
施
し
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
求
め
る

産
業
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

４
．
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
前
橋
市
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
た
就
職
面
接
会
、
若
者
の
地
域
定
着
や
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
に
向
け
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
と
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

時
宜
を
捉
え
た
海
外
の
最
新
情
報
を
発
信

　

令
和
2
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
所
管
事
業
が
実
施
で
き

な
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、令
和
3
年
度
は
時
代
の
変
化
を

捉
え
た
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
っ
て
、世

界
的
に
産
業
構
造
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
、そ
の

変
化
は
今
後
ま
す
ま
す
加
速
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
変
化
に
適
応
で
き
な
い
企
業
は
退
陣
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、発
展
途
上
国
、そ
し
て

先
進
国
と
国
の
状
況
を
問
わ
ず
、地
球
上
の
ほ
ぼ
全
て
の
国
が
採

択
し
た
17
項
目
の「
国
際
共
通
目
標
」で
あ
り
ま
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
的
な
開
発
目
標
）の
達
成
に
向
け
た
行
動
が
、全
て
の
企
業
に

も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
日
本
や
世
界
に
お
け
る
社
会
経
済
環
境
の
大
き
な

変
化
を
踏
ま
え
、会
員
企
業
の
皆
様
の
海
外
進
出
や
取
引
等
の
国

際
化
に
対
応
し
た
企
業
支
援
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
や
地
元
金
融
機
関
等
の
支
援
機
関

と
連
携
し
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
等
の
新
興
国
の
社
会
経
済
情
勢
の
最
新

情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
の
開
催
、各
種
支
援
メ
ニ

ュ
ー
を
活
用
し
た
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
、前
橋
市
国
際
交
流

協
会
と
連
携
し
た
国
際
理
解
や
国
際
交
流
に
係
る
事
業
協
力
な

ど
を
、時
宜
を
捉
え
て
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
の
活
用
と
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
第
四
次
産
業
革
命

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な

い
現
在
、
厳
し
い
経
済
環
境
を
乗
り
切
る
為
に
、
今
こ
そ
我
々
が

何
を
す
べ
き
か
、
何
を
望
ま
れ
て
い
る
か
が
歴
史
の
大
き
な
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｔ
活
用

や
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
対
応
等
、「
自
社
に
と
っ
て
の
生
産
性
向
上
」に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
事
業
に
活
か
せ
る
改
革
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
委
員
会
と
し
て
は

次
の
事
業
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

①
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
取
り
組
み
事
例
を
調
査
し
て
結
果

を
周
知
す
る
。
②
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
補
助
制
度
等
の
充
実

を
行
政
に
働
き
か
け
る
。
③
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
導
入
へ
の
支
援
制
度
、

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
調
査
し
結
果
を
周
知
す
る
。

　

今
年
度
は
取
組
実
例
を
会
員
事
業
所
か
ら
収
集
し
、
情
報
発

信
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
所
は
多
く
の
業
種
業
態

の
会
員
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
様
々
な
実
例
や
成
果
を
情
報

共
有
す
る
事
が
相
互
の
交
流
と
連
携
に
役
立
つ
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ま
た
各
種
補
助
金
等
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様
の
声
を
踏

ま
え
申
請
の
簡
素
化
や
助
成
制
度
の
拡
充
等
の
要
望
を
引
き
続

き
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
激
動
の
経
済
状
況
に
お
か

れ
て
い
る
今
こ
そ
会
員
各
位
に
役
立
つ
委
員
会
と
し
て
情
報
提

供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

迅
速
か
つ
わ
か
り
や
す
く
！

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
ほ
ぼ

全
て
の
業
種
に
多
大
な
影
響
が
あ
る
一
方
で
、
商
工
会
議
所
と
し

て
は
今
ま
で
以
上
に
会
員
企
業
と
接
す
る
機
会
が
増
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
や
事
業
が
行
え
な
い
反
面
、
資
金
繰
り
相
談
や
補
助
金
活

用
相
談
な
ど
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
議
所
と
接
点
が
無
か
っ
た
事
業

者
と
の
相
談
も
増
え
、
個
者
支
援
に
重
点
を
置
い
た
一
年
で
し
た
。

　

令
和
３
年
度
で
は
、
こ
の
一
年
間
で
蓄
え
た
知
見
を
活
か
し

た
経
営
支
援
が
よ
り
重
要
に
な
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
新
生

活
様
式
に
対
応
し
た
販
売
方
法
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
、

急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
課
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
国
や
県
、
市
な
ど
で
コ
ロ
ナ
対

応
の
融
資
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
返
済
が
は

じ
ま
る
企
業
も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
資
金
繰
り

が
厳
し
い
事
業
者
も
い
ま
だ
多
く
、
資
金
繰
り
支
援
も
昨
年
以

上
に
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
所
と
し
て
は
、
経
営
発
達
支
援
計
画
を
策
定
し
、「
経
営
者

が
自
社
の
5
年
後
、
10
年
後
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
経
営
サ
ポ
ー

ト
」を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
様
々
な
経
営
支
援
を
実
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
特
例
事
業
承
継
税
制
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な

ど
経
営
に
直
接
関
係
す
る
税
制
も
終
了
・
開
始
時
期
が
迫
っ
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
わ
か
り
や
す
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
情
報

を
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
際
化
支
援
専
門
委
員
会

生
産
性
向
上
専
門
委
員
会

委
員
長
　
髙
橋 

秀
一

鵜
川
興
業
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長

委
員
長
　
都
丸 

和
俊

㈱
オ
オ
タ
ヤ
　
代
表
取
締
役
社
長

今後 5 年間の経   営支援のテーマ
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FAX 027-263-2396
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製造販売

TEL.027-290-2550
10:00～19：00(平日)
  9：00～18：00（日・祝）
〒379-2166
群馬県前橋市野中町401-3

工場直売店

包装資材・自動包装機器・店舗機材

［本社・配送センター］

［ 前 橋 本 社 ］

〒 371-0132　前橋市五代町 676-5　

TEL（027）269-8181
FAX（027）269-0007
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http://www.e-ikehata.co.jp
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生命医療共済です。 前橋商工会議所へ
☎ 234ー 5111（代）

◆お申込み・お問合せは

☎ 254ー 2755
（前橋支店）

６０歳以上の方の



　当店は、先代が鮮魚店として創業。その後お客様からの要望等もあり寿司店を開業しました。食を通

じて皆様を笑顔にしたいという経営方針のもと地域密着型で鮮度と安全性にこだわり営業しています。

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
こ
と
を
知
り
商
工
会
議
所
へ
相
談

に
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
規
顧
客
の
獲
得
の
た
め
に
は
、
他
店
と
の

差
別
化
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
商
品
開
発
が
必
要
で
あ

る
こ
と
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
活
用
が
有
効
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
名
物
弁
当
の
開
発
か
ら
始
め
ま
し
た
。

当
店
で
は
お
寿
司
の
お
持
ち
帰
り
は
今
ま
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
の
お
弁
当
は
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
試
食
や
改
良
を
重
ね
て
販
売

準
備
段
階
ま
で
き
ま
し
た
。

ピンチをチャンスに！
寿司屋のテイクアウト強化大作戦

　

今
ま
で
は
、
常
連
の
お
客
様
や
法
事
・
宴
会
の
お
客
様
の
利
用
が
多
く
、

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
3
月
に
発
令
さ
れ
た

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
4
月
以
降
来
店
客
が
激
減
し
ま
し
た
。
解
除
後

も
お
客
様
の
感
染
予
防
意
識
は
高
く
来
店
客
も
元
に
は
戻
ら
ず
、
先
行
き

が
不
透
明
で
大
変
不
安
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
お
客
様
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
状
況
は
打
開
で
き
な
い
と

の
思
い
か
ら
、
様
々
な
飲
食
店
が
宅
配
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
、
当
店
で
も
名
物
の
お
弁
当
を
作
り
顧
客
獲
得
に
つ

な
げ
よ
う
考
え
ま
し
た
。

初
め
て
の
販
促
計
画

取り組み

美
味
し
い
の
は
寿
司
だ
け
で
は

な
い
！
名
物
弁
当
を
作
る

課　題

企業概要
有限会社マルオカ（魚伸） 飲食観光部会　№7161

[代 表 者] 丸岡　敦　

[ T E L ] 027-261-2671
[営業時間] ランチ：11:30～14:30　

ディナー：17:30～21:30（LO　21:00）　
[定 休 日] 木曜日

[ 住 所 ] 群馬県前橋市広瀬町1-23-1
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政
府
の
掲
げ
る
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
安
心
安
全
で
新
鮮
な
商
品
を

提
供
し
、
お
客
様
が
喜
び
笑
顔
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
店
の
目
標
で
す
。

　

当
店
で
は
、
感
染
対
策
を
万
全
に
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
楽
し
い
会
話

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
の
弁
当
と
し
て
〝
あ
な
ご
重
弁
当
“
を
目
玉
商
品
と

し
ま
し
た
。
ご
飯
の
上
に
掛
け
る
タ
レ
に
こ
だ
わ
り
、
時
間
が
た
ち
冷
め

て
も
美
味
し
く
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
タ
レ
の
濃
さ
に
工
夫
を
凝
ら

し
ま
し
た
。

　

当
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｈ
Ｐ
は
3
月
末
か
ら
公
開
と

な
り
、
情
報
誌
へ
の
掲
載
も
４
回
実
施
し
ま
し
た
。
広

報
宣
伝
は
、
始
め
た
ば
か
り
で
効
果
は
す
ぐ
に
は
出

て
こ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
お
客
様
の

ご
利
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
安
な

日
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
計
画
が
進
め
ら
れ
た
こ
と

で
前
向
き
な
気
持
ち
で
い
ら
れ
ま
す
。

　回転すしや大型スーパーなど競合店が多く厳しい中でも、生き残り

をかけて頑張っているすし店です。美味しいものを作ってもお客様に

知っていただけなければ意味がありません。少しでも効果が上がるこ

とを願いご支援させていただきました。今後も引き続きご協力させて

いただきます。

やってみる勇気を引き出す思考
産業振興課 商業観光係 係長　

経営指導員　谷内田　敏恵

お
客
様
の
笑
顔
を
見
る
た
め
に

今　後

困
難
な
こ
と
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

結　果
　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
車
で
走
行
中
で
も
店
や
商
品
が
目
に
留
ま
る
よ
う

に
大
き
な
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
若
者
や

子
育
て
世
代
に
も
店
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
独
自
の
Ｈ
Ｐ
を
作
成

し
、
地
域
の
情
報
誌
へ
の
掲
載
、
チ
ラ
シ
の
配
布
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

丸岡社長 谷内田係長

2021.0415
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We think,therefore we are.
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使
わ
れ
る
河
畔
緑
地
と

す
る
た
め
に
整
備
を
行

い
ま
す
。

整
備
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
に
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
提
案
さ
れ
た
意
見
や
関
係
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
を
基
に
、
前

橋
工
科
大
学
総
合
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
杉
浦

准
教
授
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
民
間
の
公

共
空
間
利
活
用
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
社
会

実
験
に
よ
り
河
畔
緑
地
の
使
わ
れ
方
の
検

証
を
し
な
が
ら
設
計
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
設
計
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
Ｖ
Ｒ
動

画
を
作
成
し
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
て
イ
メ
ー
ジ
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

整
備
に
つ
い
て
は
現
在
電
線
の
地
中
化

工
事
を
進
め
て
お
り
、
令
和
３
年
度
に
文
学

館
周
辺
エ
リ
ア
、
令
和
４
年
度
に
太
陽
の
鐘

か
ら
下
流
の
エ
リ
ア
の
施
工
を
予
定
し
て

ザ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、
エ
コ
・
デ
ィ
ス
ト
リ

ク
ト
、
ミ
ク
ス
ト
ユ
ー
ス
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ

ー
ス
ト
と
い
う
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
全
て
の
方
向

性
に
合
い
、
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ

と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
広
瀬
川
で

す
。
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
広
瀬
川
周
辺
で
は
河

畔
緑
地
の
再
整
備
と
、
遊
休
不
動
産
へ
の
民

間
出
店
等
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
の
２
つ
の
事
業
を
官
民
連
携
の
取
り

組
み
と
し
て
、
同
時
進
行
し
て
い
ま
す
。

広
瀬
川
河
畔
緑
地
再
整
備
に
つ
い
て

広
瀬
川
は
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、
萩
原
朔

太
郎
を
は
じ
め
多
く
の
文
化
人
や
市
民
に

愛
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
明
治
期

に
は
豊
富
な
流
水
を
水
車
の
動
力
源
と
し

て
製
糸
業
が
前
橋
に
お
い
て
発
展
し
、
ま
ち

の
繁
栄
の
起
点
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
散
歩
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
活
用
可
能
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
少
な
い
、
歩
行
者
の
動
線
に
制
限
が
あ

る
、
通
り
抜
け
車
両
が
多
い
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
ま
だ
ま
だ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し

き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
の
整
備

で
は
、
魅
力
的
な
空
間
の
創
造
と
、
中
心
市

街
地
に
お
け
る
賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
に
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
誘
発
さ
せ
、
人
中
心
に

前橋市アーバンデザイン （執筆協力：前橋市市街地整備課）

広瀬川河畔緑地整備イメージ（諏訪橋周辺）

広瀬川イメージ2（文学館付近）
広瀬川河畔緑地整備について▲
　　　　　（市ホームページ）　

広瀬川河畔への取り組みと
今後について

前
橋
市
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
民
間
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」。
今
回
は

中
心
市
街
地
に
お
け
る
広
瀬
川
河
畔
を
中

心
と
し
た
官
と
民
の
動
き
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

前
橋
市
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
と 

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
元
年
９
月
に
前
橋
市
ア
ー
バ
ン
デ

い
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
空

き
家
や
空
き
地
と
い
っ
た
遊
休
不
動
産
を

利
活
用
し
、
民
間
事
業
を
興
す
こ
と
で
産
業

振
興
、
空
き
家
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
地
域

課
題
を
解
決
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
で

す
。
特
に
広
瀬
川
周
辺
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
整
備
さ
れ
る
河
畔
緑
地
と
近
接
す
る
空

き
家
に
出
店
し
、
官
地
と
民
地
の
連
携
に
よ

り
多
く
の
人
に
使
わ
れ
な
が
ら
景
観
を
楽

し
め
る
よ
う
な
居
心
地
の
良
い
エ
リ
ア
を

作
り
出
す
こ
と
で
、
エ
リ
ア
価
値
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
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TOPICS

「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
前
橋
」を
実
施
し
ま
し
た
。

公
共
空
間
へ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
に

よ
る
飲
食
提
供
や
、
河
川
の
柵
に
設
置
し
た

カ
ウ
ン
タ
ー
、
人
工
芝
で
作
っ
た
滞
在
空
間

な
ど
、
来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
か
ら
ご
好
評

を
い
た
だ
き
、
広
瀬
川
河
畔
に
お
け
る
賑
わ

い
の
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
複
数
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
官
民
の
垣
根
を
越
え
て
つ
な

が
り
を
持
ち
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
一
つ
の

イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
好
事
例
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み

今
後
は
実
際
の
空
き
物
件
へ
の
事
業
化

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
、
前
橋
工
科
大

学
と
連
携
し
な
が
ら
学
生
が
不
動
産
オ
ー

ナ
ー
に
対
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

利
活
用
提
案
を
行
う
「
リ
ノ
ベ
マ
ッ
チ
ン

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
策
定
後
、
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た
め
の
最
初
の
取
り

組
み
と
し
て
広
瀬
川
周
辺
に
お
け
る
遊
休
不

動
産
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

不
動
産
オ
ー
ナ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
65

件
、
出
店
意
欲
の
あ
る
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
70
件
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
不
動
産

オ
ー
ナ
ー
と
事
業
者
と
の
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ

の
取
り
組
み
を
行
い
、
現
在
は
一
定
の
エ
リ

ア
に
お
い
て
、
複
数
の
民
間
に
よ
る
新
規
事

業
化
物
件
の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

広
瀬
川
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
テ
ラ
ス
と　

ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
前
橋

昨
夏
に
は
、
公
共
空
間
や
民
地
に
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
配
置
し
、
テ
ー
ブ
ル
等
を
置
い
て

飲
食
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
広
瀬
川
ｎ
ｉ
ｇ

ｈ
ｔ
テ
ラ
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
前
橋
商
工
会
議
所
青
年
部
緑
水

会
や
前
橋
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
構
成
さ
れ
る
「
広
瀬
川
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
テ
ラ

ス
実
行
委
員
会
」と
地
元
の
家
守
会
社
が
中

心
と
な
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
図
っ
た
上
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
広
瀬
川
河
畔
緑
地
整
備

の
内
容
の
検
証
並
び
に
実
際
の
空
き
家
を

開
放
し
な
が
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
市
民
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
実
験

グ
会
議
」を
開
催
し
、
遊
休
不
動
産
の
利
活

用
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
事
業

に
対
し
て
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
と
一
般
財

団
法
人
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
が
フ
ァ
ン

ド
に
よ
る
新
た
な
資
金
調
達
手
段
を
提
供
す

る
「
前
橋
ま
ち
な
か
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン

ド
」が
３
月
８
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
フ
ァ
ン
ド
に
よ
り
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
や

ま
ち
づ
く
り
会
社
が
行
う
遊
休
不
動
産
利
活

用
事
業
へ
の
支
援
を
行
い
、
前
橋
ら
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
ま
ち
な
か
で
は
民
間
主

体
や
官
民
連
携
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
瀬
川
周
辺
の
み

な
ら
ず
、
ま
ち
な
か
で
「
何
か
や
っ
て
み
た

い
」、「
出
店
し
た
い
」等
、
ア
イ
デ
ア
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広瀬川nightテラスの様子

前橋まちなかまちづくりファンド設立記念セレモニー

▲官民連携まちづくりについて
　（市ホームページ）
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専
門
家
の
引
き
出
し

営
し
た
。
ま
た
、
東
北
地
方
に
釜
石
・
院
内
・

阿
仁
の
鉱
山
経
営
に
も
着
手
し
た
。

　

小
野
組
の
生
糸
取
引
を
担
当
し
て
い
た
の

が
、
の
ち
の
鉱
山
王
・
古
河
市
兵
衛
で
あ
っ

た
。
小
野
組
は
明
治
５
年
に
は
、
渋
沢
栄
一

の
仲
介
で
三
井
組
と
共
同
で
「
三
井
小
野
組

銀
行
」を
創
設
し
た
。
同
行
は
第
一
国
立
銀
行

の
前
身
で
、
現
在
の
み
ず
ほ
銀
行
に
あ
た
る
。

　

し
か
し
、
明
治
７
年
に
な
る
と
小
野
組

は
、
政
府
の
官
金
抵
当
増
額
令
に
対
応
し
き

れ
ず
破
産
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
11
月

に
前
橋
製
糸
所
は
内
務
省
勧
業
寮
が
管
轄

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
河
市
兵
衛
は
古
河

鉱
業
を
興
し
た
。

　
勝
山
宗
三
郎
の
手
に

　

前
橋
の
生
糸
商
で
あ
る
勝
山
宗
三
郎
は
、

明
治
５
年
に
官
営
富
岡
製
糸
場
が
開
業
す
る

と
、
繭
の
買
い
入
れ
を
大
蔵
省
か
ら
依
頼
さ

藩
営
か
ら
小
野
組
へ

　

廃
藩
置
県
に
よ
り
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）

２
月
、
藩
営
前
橋
製
糸
所
は
群
馬
県
に
引
き

継
が
れ
、
６
月
に
は
政
商
の
小
野
組
に
払
い

下
げ
ら
れ
た
。
小
野
組
は
江
戸
時
代
に
「
井

筒
屋
」を
名
乗
っ
た
豪
商
で
あ
っ
た
。
明
治
政

府
は
財
源
確
保
の
た
め
、
三
井
三
郎
助
・
島

田
八
郎
左
衛
門
と
と
も
に
小
野
善
助
を
「
出

納
所
御
為
替
御
用
達
」に
任
じ
た
。
三
家
の
為

替
方
は
府
県
方
と
称
し
、
３
府
72
県
に
支
店
、

出
張
所
を
置
き
公
金
の
収
支
を
担
っ
た
。

　

小
野
組
は
生
糸
貿
易
を
手
掛
け
、
藩
営
前

橋
製
糸
所
を
解
雇
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ラ
ー
を

招
き
明
治
４
年
に
東
京
に
築
地
製
糸
所
を

創
業
し
た
。
積
極
経
営
の
方
針
か
ら
藩
営
前

橋
製
糸
所
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
の
を
は

じ
め
、
長
野
県
内
や
速
水
堅
曹
が
創
設
に
関

わ
っ
た
福
島
県
二
本
松
製
糸
所
な
ど
を
経

れ
た
。
４
年
余
り
従
事
し
た
宗
三
郎
は
そ
の

解
任
を
申
し
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
蔵
省
は

そ
れ
を
許
さ
ず
、
職
を
継
続
す
る
か
前
橋
製

糸
所
を
引
き
受
け
る
か
の
選
択
を
迫
っ
た
。

　

前
橋
製
糸
所
は
す
で
に
破
損
な
ど
が
ひ

ど
く
、
引
き
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
設
備

投
資
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
才
と
財
力

の
あ
る
勝
山
宗
三
郎
に
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
宗
三
郎
は
や
む
を
得
ず
前

橋
製
糸
所
を
引
き
受
け
る
方
を
選
択
し
た
。

１
０
５
０
円
で
払
い
下
げ
を
受
け
、
ボ
イ
ラ

も
備
え
付
け
、
釜
数
も
増
や
し
た
。
藩
営
前

橋
製
糸
所
は
明
治
８
年
６
月
か
ら
勝
山
製

糸
場
（
勝
山
社
・
大
渡
製
糸
所
）と
な
っ
た
。

　

明
治
10
年
に
初
代
内
務
卿
・
大
久
保
利

通
の
提
案
で
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
上

野
公
園
）が
開
催
さ
れ
る
と
生
糸
を
出
品
し

一
等
賞
を
獲
得
し
た
。
勝
山
製
糸
は
、
二
本

松
製
糸
（
福
島
県
）・
伊
藤
製
糸
（
三
重
県
）・

手
島
仁
の
前
橋
学
講
座

連 載 企 画

～
歴
史
×
ビ
ジ
ネ
ス
×
ま
ち
づ
く
り
～

第
13
回

藩
営
前
橋
製
糸
所
創
業
１
５
０
年
⑧
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【 〒371-0801  前橋市文京町2-9-19   TEL（027）260-8111  FAX（027）260-8122 】

人事・労務の専門家　信頼できるビジネスパートナー

社会保険労務士法人



精
糸
原
社
（
前
橋
市
）と
と
も
に
日
本
の
四

大
製
糸
所
と
呼
ば
れ
た
。

　
日
本
生
糸
の
恩
人

　

宗
三
郎
は
天
保
２
年
（
１
８
３
１
）に
前

橋
本
町
の
勝
山
孝
兵
衛
・
ま
さ
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
母
は
町
年
寄
を
つ
と
め
た

勝
山
家
に
生
ま
れ
た
。
父
は
東
国
府
の
豪
農

住
谷
家
か
ら
婿
養
子
に
入
り
、
分
家
を
許
さ

れ
薬
種
・
雑
穀
商
を
営
ん
だ
。
本
家
の
勝
山

家
は
宗
三
郎
と
同
年
生
ま
れ
の
源
三
郎
が

当
主
に
な
っ
た
。
宗
三
郎
と
源
三
郎
は
い
と

こ
同
士
で
、
前
橋
城
の
再
築
、
県
庁
移
転
運

動
な
ど
前
橋
再
生
を
下
村
善
太
郎
ら
と
中

心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

　

宗
三
郎
は
17
歳
の
時
、
父
か
ら
５
両
を
渡

さ
れ
て
熨の

し斗
糸い
と

と
屑く
ず
ま
ゆ繭

の
買
い
出
し
を
始
め

た
。
正
直
と
親
切
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
商
法

は
買
い
手
と
売
り
手
か
ら
信
用
を
得
て
、
藤

岡
・
新
町
・
本
庄
方
面
か
ら
も
繭
を
買
い
、

桐
生
・
足
利
・
西
陣
方
面
に
糸
を
売
っ
た
。

安
政
年
間
に
は
前
橋
糸
界
の
権
威
者
と
な
っ 勝山宗三郎

た
。
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）に
横
浜
港
で
生

糸
貿
易
が
始
ま
る
と
率
先
し
て
従
事
し
た
。

　

宗
三
郎
の
立
派
な
と
こ
ろ
は
、
蚕
繭
蚕
種

の
改
良
を
し
て
優
良
糸
を
製
造
し
、
国
産
を

増
加
す
る
こ
と
が
国
家
国
民
の
利
益
を
増

進
す
る
と
し
て
、
そ
れ
を
実
践
し
た
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
。
横
浜
滞
在
中
に
奥
州
（
福
島
県
）

の
蚕
種
製
造
法
が
進
歩
し
て
い
る
と
聞
く

と
、
福
島
ま
で
出
か
け
確
か
め
、
種
紙
を

２
０
０
円
余
で
買
い
入
れ
、
取
引
し
て
い
た

養
蚕
農
家
に
無
料
で
配
布
し
た
。
す
る
と
、

良
繭
が
産
出
さ
れ
養
蚕
農
家
も
多
額
の
利

益
を
得
た
。
ま
た
、
生
糸
貿
易
で
巨
額
の
富

を
得
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
粗
製
濫
造
の
弊

が
全
国
に
広
が
り
、
世
界
市
場
に
信
用
を
高

め
た
日
本
生
糸
も
、
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）

に
は
信
用
を
失
墜
し
た
。
宗
三
郎
は
粗
製
乱

造
の
悪
風
矯
正
を
高
唱
し
、
養
蚕
農
家
の
良

繭
を
高
価
で
買
い
入
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

賞
与
金
を
与
え
、
優
良
糸
製
造
に
努
め
た
。

　
六
工
社
の
再
建

　

官
営
富
岡
製
糸
場
で
伝
習
を
終
え
た
松

代
藩
の
横
田
（
和
田
）英
ら
の
工
女
は
、
明

治
７
年
に
藩
士
・
大
里
忠
一
郎
ら
と
長
野
県

松
代
（
長
野
市
）に
六
工
社
製
糸
場
を
開
業

し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
経
営
難
に
陥
っ
た
。

そ
こ
で
、
宗
三
郎
を
頼
っ
た
。
宗
三
郎
は
利

益
を
度
外
視
し
て
３
年
間
生
糸
を
買
い
取

る
契
約
を
し
て
横
浜
で
販
売
し
、
六
工
社
の

経
営
を
軌
道
に
乗
せ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
16
年
に
宗
三
郎
は
不
慮

の
死
を
遂
げ
た
。
同
年
５
月
１
日
に
前
橋
は

大
火
に
見
舞
わ
れ
た
。
当
時
の
桑
町
・
横
山

町
・
紺
屋
町
・
本
町
・
竪
町
・
立
川
町
・
榎

町
・
連
雀
町
・
相
生
町
が
焦
土
と
化
し
た
。

本
町
に
住
ん
で
い
た
宗
三
郎
は
大
や
け
ど
の

重
傷
と
な
り
、
24
日
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

長
男
の
健
太
郎
は
焼
死
し
た
。
そ
の
惨
状
を

み
た
楫
取
素
彦
は
元
老
院
議
官
に
栄
転
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
取
り
や
め
て
、
美
和
夫

人
と
と
も
に
前
橋
復
興
に
尽
力
し
た
。

　

政
府
は
宗
三
郎
の
死
か
ら
２
年
後
、
次
の

よ
う
に
生
前
の
功
績
を
た
た
え
追
賞
し
た
。

ま
さ
に
日
本
生
糸
の
恩
人
で
あ
っ
た
。

　

横
浜
開
港
以
来
専
ラ
生
糸
輸
出
ノ
道
ヲ

講
ジ
或
ハ
製
糸
ノ
方
法
ヲ
改
良
シ
或
ハ
松

代
六
工
社
ノ
後
ヲ
受
ケ
釐り

革か
く

シ
テ
業
ヲ
士

民
ニ
授
ク
ル
等
常
ニ
本
業
ノ
拡
張
ヲ
図
リ

畢
生
身
ヲ
公
益
ニ
委
ス
其
功
績
著
ル
シ
因

テ
之
ヲ
追
賞
ス

　
　
　
　
　
　

明
治
十
八
年
六
月
五
日　

農
商
務
卿
従
三
位　

伯
爵　

西
郷
従
道　

（
群
馬
地
域
学
研
究
所　

代
表
理
事
）

2021.0419

地 下 水・温 泉 開 発・地質調査・水中ポンプ

本社　〒371-0014　前橋市朝日町３-32-11
　　　TEL(027)224-1841 FAX(027)221-5338

地 下 水・温 泉 開 発・地質調査・水中ポンプ

田 中 鑿 泉 重 工 ㈱田 中 鑿 泉 重 工 ㈱
さ く  せ ん

本社　〒371-0014　前橋市朝日町３-32-11
　　　TEL(027)224-1841 FAX(027)221-5338
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深むし茶でまろやかな味
銘茶・のり・贈答品

URL  http://www.mizumotoen.com

前橋中央通り名店街　TEL (027) 231‐2006（代）

塚 田 製 本 所株式
会社

前橋市文京町２丁目26ー7
TEL 027-221-6657（代）　FAX 027-221-6637

ぐんラボ！制作室　前橋市元総社町67　TEL.027-280-5722　FAX.027-280-5744

https://www.gunlabo.net/

4
ぐんまのグルメを平日毎日更新！

4
おすすめ

の

お店・観光
スポット

など

5,850
掲載中！

件

おかげさまで 新型コロナウイルス対策支援
店舗・施設の経営者様へ

テイクアウト

します

のお店を紹介中 テイクアウトテイクアウト デリバリー

は群馬のお店をは群馬のお店を

生活必需品など
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群

馬

銀

行

足

利

銀

行

み

ず

ほ

銀

行

横

浜

銀

行

り

そ

な

銀

行

第
四
北
越
銀
行

三
井
住
友
信
託
銀
行

三
井
住
友
銀
行

み
ず
ほ
信
託
銀
行

東

和

銀

行

栃

木

銀

行

大

光

銀

行

商
工
組
合
中
央
金
庫

し
の
の
め
信
用
金
庫

高
崎
信
用
金
庫

農
林
中
央
金
庫

ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫

桐
生
信
用
金
庫

前 橋 銀 行 会 (一社)群馬県銀行協会
深 井 彰 彦会　 長

ふく成の

お通し・フグ刺・フグ唐揚
フグ鍋・雑炊・デザート

5,000円

できました。春のふぐコース

前日まで要予約
6月末日まで

定休日 毎週日曜日（祭日は営業します。）
「ふく日本料理ふく成ブログ」で検索してください。

※表示価格には消費税が含まれています。 ※夜のお席は、別途サービス料7％となります。

ふぐコース：5,750円、8,900円

ふぐ特選コース：18,800円
（一週間前までに要予約）

会席コース：5,000円
（前日まで要予約）

上州黒毛和牛しゃぶしゃぶコース：5,800円
（前日まで要予約）

ひれ酒・ハイボールも入った飲み放題もご相談下さい。
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INFORMATION

【セミナー概要】（詳細は同封のチラシをご覧ください）
◆14:30～15:15 インスタグラム活用講座
　インスタグラムの機能に加え「フォロワーの増やし方」「露出
を高めるハッシュタグの活用法」「いいね！」がもらえる写真の
加工方法が学べます。
◆15:15～16:00 あなたの写真が変わる！　写真撮影３つのコツ
　写真のクオリティーは、写真の印象を決める重要なポイント
です！「光の使い方」「構図」などの、写真をおいしく見せるた
めの撮影方法をご紹介します。

開催日時 　４月20日（火）14:30～16:00
受講料 　無料
対　象 　インスタグラムによる集客術に関心をお持ちの方
主　催 　前橋商工会議所 
共　催 　株式会社ぐるなび

お問合せ 　前橋商工会議所　経営支援課　Tel. 027-234-5115
＊詳細及び申込書は同封チラシをご覧ください。

オンラインセミナーの受講者募集
いいね！がもらえる写真撮影イン
スタグラム集客術セミナー

日　時 　４月22日(木)　14:00～16:00
開催方式 　オンラインセミナー（Zoomウェビナー）
参 加 費 　無料
対　象 　前橋市内の事業所の新入社員等
講　師 　FMぐんまアナウンスセミナー講師　清水 由美　先生
定　員 　100名（定員となり次第締め切ります）
主　催 　前橋商工会議所・前橋職業安定協会

お申込み・お問合せ
前橋商工会議所　経営支援課　Tel. 027-234-5115
＊詳細及び申込書は同封チラシをご覧ください。

掲載日程 　４月中旬～５月31日（月）
掲載場所
前橋市ホームページ（https://www.city.maebashi.gunma.jp/）
前橋商工会議所ホームページ（http://www.maebashi-cci.or.jp/）

主　催 　�前橋市・前橋公共職業安定所・前橋商工会議所・前
橋職業安定協会

お問合せ 　前橋商工会議所　経営支援課
　　　　　Tel. 027-234-5115

新入社員向けマナーセミナー開催 新規市内就職者へエールを
送ります！

　新入社員の皆様に、社会人として必要不
可欠なマナーを学んでいただくためのオン
ラインセミナーを開催いたします。挨拶や
言葉づかい、電話対応やメールのマナー、
職場におけるコミュニケーションなどを分
かりやすく解説いたします。ぜひ多数の皆さまのご参加をお待ち
しております。

　この４月から前橋市内の事業所へ新規に就職された方へ向けて
のエールを前橋市HP及び当所HPに掲載いたしますので、ぜひ下
記の「激励の言葉」をご覧ください。また、採用された市内事業
所の皆様におかれましては、新入社員の皆様に下記をご案内くだ
さいますようお願い申し上げます。

第45回　前橋商工会議所
会員事業所野球大会のご案内

　当所主催による会員事業所野球大会を開催いたします。
従業員の皆様や会員事業所との親睦を深めるとともに、健康づく
りの一環として、ぜひご参加ください。
開催日（予定）
６月６日（日）、13日（日）、20日（日）、７月18日（日）、25日（日）、
８月１日（日）、８日（日）

会　場
・登利平桃ノ木川グランド
・ベースボールパークファースト北部運動場（６月20日（日）のみ）

参加費
　13,000円（税込）
申込締切
　当所ホームページより申込書をダウンロードしていただき記入
のうえ、参加費を添えて４月22日（木）までに当所総務課までお持
ちください。
お問合せ  
　前橋商工会議所　総務課　Tel. 027-234-5111
＊詳細は同封の開催要項または当所ホームページをご覧ください。
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これからの補助金申請には「必須」です
オンライン申請のための

「GビズＩＤ」を取得してください

「小規模事業者持続化補助金
＜一般型＞」公募中

　「GビズID」とは様々な行政サービスを利用するための共通ID
です。このIDを取得すると、各種補助金の申請や社会保険の手続
き等の申請がオンラインで可能となります。
　「小規模事業者持続化補助金」はオンラインで申請した場合は加
点ポイントとなり、「ものづくり補助金」「事業再構築補助金」はオ
ンラインのみの申請となっております。
　ID登録には、２～３週間かかるため、各種補助金申請をご検討
の方は、お早めに取得いただきますようお願いいたします。取得
方法等の詳細は、下記当所HPをご覧ください。

参考
・�小規模事業者持続化補助金（次回受付締切日 令和３年６月４日（金））
・ものづくり補助金（次回受付締切日：令和３年５月13日(木)）
・事業再構築補助金（次回受付締切日：令和３年３月23日時点未定）

前橋商工会議所HP
http://www.maebashi-cci.or.jp/businesssupport/
creditguarantee/getgbizid.html
お問合せ 　前橋商工会議所　中小企業相談所　Tel. 027-234-5111

　小規模事業者が商工会議所の支援を受けながら、経営計画に基
づき進める地道な販路開拓等の取り組みに対し、原則50万円を上
限に補助金（補助率２/３）が国から出る制度です。申請内容は審査
を経て採択の可否が決まります。 
　応募は、決められた申請様式に、今後の経営プランや補助申請
する取組内容などをまとめたうえで、商工会議所へ「事業支援計
画書（様式４）」の作成依頼・交付を受けたうえで応募する流れと
なります。依頼はお早めにお願いします。

INFORMATION

制度名 融資金額 現行金利 備考

小口資金 1,250 万円以内 年1.8％以内
令和４年３月末
まで保 証 料 は
かかりません

特別小口資金 1,250 万円以内 年1.8％以内
令和４年３月末
まで保 証 料 は
かかりません

経営振興資金 1,500 万円以内 年2.3%以内
（年2.0％以内）

（　）内 は２年
以内分割償還

特別融資 
経営安定資金 3,000万円以内 年1.5％以内

経営力強化支援資金 5,000 万円以内 年2.5％以内 経営改善計画
の作成が必須

中心商店街
にぎわい資金

1億円以内
○中小企業信用保険法に定め
る特定事業を行っている中小
企業者及び商店街協同組合等
○前橋市中心市街地活性化基
本計画の定める活性化区域内
に、店舗等を増改築や新規出
店する事業者

年1.0％以内
（年0.8％以内）

（　）内 は 保 証
協会付きの時

季節
資金

夏季資金・
年末資金 2,000 万円以内 年1.5％以内

（年1.3％以内）
（　）内 は 保 証
協会付きの時

事業所税納付
資金

事業所税納付相当額以内
（ただし、2,000 万円以内） 年 0.5％以内

お申込み・お問合せ
前橋商工会議所　経営支援課　Tel. 027-234-5115
前橋市役所　産業経済部　産業政策課　産業政策係　Tel.027-898-6983

制度名 融資金額 現行金利 備考

短期サポート資金
5,000万円以内

（た だし、保 証 協 会 付 き は
3,000万円以内）

年1.7％以内
（年1.5％以内）

（　）内 は 保 証
協会付きの時

企業
設備
資金

建設業・
製造業・
運輸業等

①機械器具装置等３億円以内
②建築物及びそれに付随
する土地　５億円以内 年1.7％以内

（年1.4％以内）
（　）内 は 保 証
協会付きの時

上記以外の業種 1億円以内

中小企業研究開発資金 2億円以内 年1.0％以内

企業誘致促進資金 6億円以内 年1.5％以内
（年1.1％以内）

（　）内 は 保 証
協会付きの時

起業家
独立開業
支援資金

Ａタイプ 5,000万円以内 年1.0％以内

Ｂタイプ
（分社化対応） 1,500万円以内 年1.0％以内

令和３年度  前橋市 制度融資金額・利率表

令和３年度のスケジュール
第５回受付締切 第６回受付締切 第７回受付締切

申請書類一式の送付締切
【締切日当日消印有効】

2021年
６月４日（金）

2021年
10月１日（金）

2022年
２月４日（金）

採択結果公表(予定) ＊調整中 ＊調整中 ＊調整中

補助事業の実施期間
交付決定通知受領
後 か ら2022年 ３
月31日(木)まで

交付決定通知受領
後 か ら2022年 ７
月31日(日)まで

交付決定通知受領
後 か ら2022年11
月30日(水)まで

※詳細はHPにてご確認ください。
お問合せ
前橋商工会議所　経営支援課　Tel. 027-234-5115
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前橋商工会議所青年部 緑水会 新体制がスタート!!

　前橋商工会議所青年部・緑水会は今年の６月で設立44年を迎えます。コロナ禍という歴史
上の大きな転換点のなか、これまでの伝統や文化をしっかりと継承したうえで、時代に即し
た組織へと変化をしていくことのできるようスタートを切ってまいります。
　また、地域の青年経済団体として、各企業の経営者である会員が仲間として「縁」を大切
にして、お互いに助け合い、共に成長し、自らの企業を発展させることが地域貢献につなが
ることを念頭におき、各種の事業推進・経営に関する研究調査・会員相互の親睦と研鑽等に
努めてまいります。新型コロナウイルスの影響により活動が制限されることも予想されますが、
出来ることを考え新しいことにもチャレンジしていきたいと思います。

2021年度 青年部執行部

　前橋商工会議
所青年部緑水会
では、前橋市の
観光特使第29代
ローズ・クィー
ン 候 補 と し て、
前橋市の花「バラ」にふさわしい、明るく
気品のある女性を募集します。選出された
ローズ・クィーンは、前橋市・前橋商工会
議所・（公財）前橋観光コンベンション協会
及び関係団体が主催する諸行事に参加して
いただきます。一緒に前橋を楽しく盛り上
げましょう！

■一次審査
　５月22日(土)
　14:00～
　前橋商工会議所

※新型コロナウイルス感染症の状況により
　開催方法が変更になる場合があります。

■応募締切
　５月13日（木）必着
■応募方法
　�当所青年部ウェブサイトよ

り申込書を入手、必要事項
をご記入の上、ご応募くだ
さい。なお自薦・他薦は問いません。

第29回　ローズ・クィーンコンテスト
出場者募集総会

役員会

事務局

☆緑水会会員随時募集中！
　前橋商工会議所青年部緑水会とは、さまざまな活動を通じて、異業種の仲間たちとの人脈を
広げ、お互いに教え学びあい、青年経済人としての資質を磨き、地元企業の繁栄と前橋の発展
を目指す公益団体です。会員条件は、前橋市在住もしくは事業を営んでいる経営者、または管
理者に準ずる方、満20歳以上46歳未満の方です。緑水会事務局までお問い合わせください。

前橋商工会議所青年部 緑水会
前橋市日吉町 1-8-1（前橋商工会議所内）
TEl. 027-234-5111　URL http://www.maebashi-yeg.com

2021年度 組織図

代表幹事

小林祐介

監事

岡田 賢一　天田 洋平

直前代表幹事

遠藤 宗司

45周年準備
委員会
委員長

河島 優樹

地域・事業
委員会
委員長

森田 明

経営委員会
委員長

大本 周平

会員委員会
委員長

石橋 修一

広報委員会
委員長

元田 智之

総務委員会
委員長

西巻 佐和子

副代表幹事

荻野 純一　高橋 功二　岸 久美子　初谷 桂吾

■二次審査
　６月６日(日)
　14:00～
　前橋商工会議所

オオタヤでは、小規模ながら、一人ひとりが働きやすい企業を目指して、
働き方改革を行っています。

機会がありましたら、ぜひ私たちのライブオフィスにお越しください。

前橋市問屋町1-10-7　TEL. 027-251-5217
オオタヤグループ ホームページ　ootaya-ss.co.jp

株式会社オオタヤ WELCOME to LIVE OFFICE
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　去る３月19日(金)に太陽誘電株式会社様より、最新のブリヂ
ストンサイクル製回生電動アシスト自転車※が前橋商工会議所へ
寄贈されました。同社の独自開発である回生技術を搭載した環境
負荷の少ない自転車です。寄贈された自転車は日常業務に活用し
てまいります。
　また、自転車を活用することで環境への配慮だけでなく、当所
の推進する「健康経営」も推進してまいります。
※ブレーキ操作やモーターブレーキによってバッテリーへの充電
が可能な自転車で、効率的な蓄電を可能にする。

令和２年度 群馬県機械金属工業「技
術者表彰」並びに「若手技術者奨
励賞」の表彰式が行われました

　県内の機械金属工業の技術促進の向上意欲を高め、機械金属工
業の更なる振興を目的に、技術者や若手技術者の表彰式が２月16
日(火)に群馬県庁・正庁の間で行われました。前橋地区では技術
者表彰が８名、若手技術者奨励賞が６名受賞となりました。以下
の通り、受賞者を紹介させていただきます。

群馬県機械金属工業技術者表彰（前橋地区分８名：敬称略・順不同）
・峰岸　芳晴　関東精機㈱
・塩原　昭宏　㈱桂機械製作所
・重倉　　健　前橋橋本合金㈱
・富澤　和幸　アサヒライズ㈱

群馬県機械金属工業若手技術者奨励賞（前橋地区分６名：敬称略・
順不同）
・須藤　健一　アサヒライズ㈱
・大澤　章宏　㈱吉田鉄工所
・岡田憲二郎　嶺工機㈱

前橋街づくり協議会より
オンライン会議に対応した機材が
会議所へ寄贈されました！

太陽誘電㈱様より回生電動アシス
ト自転車が会議所へ寄贈されました！

　去る３月４日(木)に、令和２年度をもって解散する「前橋街づ
くり協議会」(会長:江原友樹氏)より、設立時より事務局を務め
た前橋商工会議所へ、WEBカメラ・マイク・プロジェクター・ス
クリーンが寄贈されました。増加するオンラインでの会議やセミ
ナーに有効活用させていただきます。

令和３年度前期技能検定
受検案内について

　技能検定とは、働く人の技能の習得段階を評価する国家検定制
度です。
　令和３年度前期技能検定について、以下のとおり実施しますの
でお知らせします。

【受検申請受付期間等】４月５日（月）～４月16日（金）
群馬県職業能力開発協会にて受付

【試験日程・試験会場・受検資格・受検手数料等】
受検する級や職種によって異なります。
２級・３級の実技試験を受検する35歳未満の方(令和３年４月１
日現在)の受検手数料が軽減されます。また令和元年10月１日より、
実技試験の受検手数料が改定されました。詳細は表記の電話番号
までお問い合わせください。

【受検申請書配布・問い合わせ先】群馬県職業能力開発協会（伊勢
崎市宮子町1211-１）　Tel. 0270-23-7761
群馬県庁 労働政策課　 Tel. 027-226-3414

【メリット】
●技能士と名乗ることができます。
●�技能士であることが高い技術力を持つ証明となり、顧客からの

信頼を得られることが期待されます。

・澁谷　大輔　日新電機㈱
・六本木　勝　ソピア精機㈱
・町田　哲也　㈱トムコ
・石田　朋晴　前橋橋本合金㈱

・天鷲　裕司　日新電機㈱
・小嶋　佑介　関東精機㈱
・荒井　勇樹　前橋橋本合金㈱
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MAEBASHI CITY

前橋市では、がんばる企業を応援するために様々な支援メニューを用意しています。令和３年度の補助制度を一覧に

まとめましたのでご活用ください。 

なお、4.人財スキルアップ補助金と3.国際見本市各種展示会等出展費補助金を除く全ての補助メニューは

事前申請が必要です。詳しい内容は、同封するパンフレット「産業サポートガイド」及び右記、前橋市ホ

ームページをご覧ください。URL https://www.city.maebashi.gunma.jp/shinseisho/7/3/index.html

補助制度の名称 補助対象者 対象経費 補助金額

１ 設備投資促進補助金　※ 設備投資を行う事業者(大企業も可) 設備設置経費
1/5以内（小規模企業者は1/3以内）
上限80万円（事業所税加算最大40万円）

2 ＩＴ化推進補助金　※
ＩＴ機器等を導入する事業者(大企業
も可)

ハードウェア・ソフト
ウェアの購入費等

1/5以内（小規模企業者は1/2以内）
上限20万円（事業所税加算最大10万円）

3
国際見本市各種展示会等
出展費補助金

見本市等（オンライン含む）へ出展す
る事業者

出展料、装飾費、外注
委託費等

1/3以内
上限20万円

4 人財スキルアップ補助金 従業員の人材育成を行う事業者 研修費用、受講料等
1/2以内（小規模企業者は2/3以内）
上限７万円（非対面実施・事業継続力強
化策定先：上限10万円）

5 新製品・新技術開発費補助金
新製品・新技術の開発に取り組む事業
者(大企業も可)

製品・技術または設
備・備品、開発経費

1/2以内
上限50万円

6
前橋市ぐんまDX技術革新補
助金

新製品・新技術の開発に取り組む事業
者

開発経費
1/2以内（小規模企業者は4/5以内）
上限80万円

7
成長企業ステップアップ
補助金

自社の強みを生かし、外部の知見を取
り入れて販路開拓、ブランディング、
新業態への進出等に取り組む事業者

コンサル費、事業費、
試作品等開発費

1/2以内
上限100万円

8 事業拡張サポート補助金
工業団地内で工場、物流施設等を増設
または建替えする事業者（大企業も
可）

①固定資産税等 
②事業所税資産割 
③新規雇用

①相当額
②１/2相当額
③1年後に10万円×新規雇用1人（上限
200万円）

※　設備投資促進補助金及びＩＴ化推進補助金の詳細については、以下のとおりです。なお、両補助金の併用申請はできません。

制度の名称 補助対象事業 申請期間

設備投資促
進補助金

以下の①～⑤の全ての要件を満たすもの

①補助対象事業費が30万円（小規模企業者は10万円）以上のもの（消費税等除く）
②令和４年３月31日までに完了するもの
③�事業者が自らの事業の活動場所として使用する建物等（他社に賃貸する目的のものを除く）

に設置する設備
④�直接的に生産性の向上・合理化・省力化のための機械設備及び生産補助設備（エアコン・ＬＥ

Ｄは除く）の新規導入または既存設備の更新
⑤耐用年数１年以上で取得価格が10万円以上の資産 
※生産性向上特別措置法に基づく先端設備導入計画の税制特例対象設備等は対象外

第１期：６月14日～18日
第２期：10月４日～８日

各期における申請金額の
合計が予算額を上回った
場合は、抽選により交付決
定者を選定します。

ＩＴ化推進
補助金

以下の①～④の全ての要件を満たすもの
①補助対象事業費が30万円（小規模企業者は10万円）以上のもの（消費税等除く）
②令和４年３月31日までに完了するもの
③事業にかかる物品の購入、施工、開発委託等は原則として市内業者への発注に限るもの
④�平成30年度から令和２年度まで前橋市IT化推進補助金を採択されていないもの

また、以下の①～③いずれかの費用であること
①�事業用のハードウェア（パソコン、タブレット、サーバー、ハードディスク、プリンタ、スキャ

ナ、レジスター、ファクシミリ、複合機、プロジェクタ、キャッシュレス端末機器のみ）購入費用
（スマートフォンは除く）

②�事業用のソフトウェア（会計ソフト、ＣＡＤソフト、ウィルス対策ソフト、ＰＯＳシステム、
ＨＰ作成、マイクロソフトオフィス等）購入費用及び開発費用（ライセンス契約含む）

③�その他、ＩＴ導入にかかる事業で、本事業により直接的に申請者の生産性、効率性、または利
便性の向上が見込めるものとして市長が認める費用

第１期：５月10日～14日
第２期：９月６日～10日

各期における申請金額の
合計が予算額を上回った
場合は、抽選により交付決
定者を選定します。

前橋市補助制度のご紹介【産業政策課窓口】

担当課／産業政策課
窓口：前橋市役所本庁舎　12階

１～７の補助金……… 産業政策係　　　Tel.027-898-6983
８の補助金…………… 企業立地推進室　Tel.027-898-6984

HPはこちら
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担当課／にぎわい商業課 商業振興係 Tel. 027-210-2188

担当課／産業政策課 産業政策係 Tel. 027-898-6983

前橋市補助制度のご紹介【にぎわい商業課窓口】 

起業家向け資金繰りセミナー

対象区域等の詳しい内容は、同封するパンフレット「産業サポートガイド」及び右記、前橋市ホームペー

ジをご覧ください。URL https://www.city.maebashi.gunma.jp/shinseisho/7/2/index.html

　起業家を応援するため、元銀行員の中小企業診断士が会社経営にとって重要な資金繰りに係るセミナーを開催します。

資金繰り、借入のコツ、返済計画等を正しく理解し、安定経営を目指すための実践的なノウハウを学んでいきます。

■日時　４月14日（水）19時～20時30分　　　　　　　　　　■会場　創業センター　４階　セミナーホール

■対象　起業に興味があるか起業後間もない人、先着10人　　■費用　500円

■申込み　同センターTel. 027-289-9666へ

補助制度の名称 補助対象者 対象経費 補助金額

１
商店街街路灯電気料
補助金

街路灯等の維持管理を行う商店街団体等 電気料 年額30％以内

2
商店街リフレッシュ
事業補助金

既存設備の補修や省エネ化改修等を行う商
店街団体等

【Ａタイプ】
設備補修工事費

１/２以内
上限50万円
既存設備の補修・改修

【Ｂタイプ】
街路灯やアーケー
ド照明灯の新設・
改修・撤去に係る
経費

上限400万円
街路灯・アーケードの改修
・新設１/２ 一基上限15万円
・改修２/３ 一基上限10万円
・撤去２/３ 一基上限 ２万円

3
いきいき・にぎわい商店
街支援事業補助金

買い物を促進させる取組を行う商店街団体
等

広告宣伝費・委託
料等

１/２以内
上限13万円

補助制度の名称 補助対象者 対象経費 補助金額

１
キッチンカー事業者
支援補助金

市内でキッチンカーによる販売営業を行う
事業者
※�前橋市保健所より、飲食店営業・喫茶店営

業・菓子製造業のいずれかの自動車営業の
許可を得ている事業者

出店料
出店手数料
備品購入費

１/２以内上限５万円
合計３回申請可能

補助制度の名称 補助対象者 対象経費 補助金額

１
まちなか店舗等
開業支援事業補助金 

対象区域内で空き店舗・空きオフィスに開業
する事業者※

改修工事費
備品購入費

１/２以内　昼上限100万円
　　　　　 夜上限  50万円
※�前橋市アーバンデザインに基づく、加算措置があります

2
まちなか店舗等
ホスピタリティ向上
支援事業補助金

対象区域内の店舗・オフィスで１年以上営業
する事業者※

改修工事費
備品購入費

１/２以内　昼上限100万円
　　　　　 夜上限  50万円
※�前橋市アーバンデザインに基づく、加算措置があります

3
まちなか店舗等事業
承継支援事業補助金

対象区域内の店舗等で事業承継を行おうと
する事業者※

改修工事費
備品購入費

１/２以内　昼上限150万円
　　　　　 夜上限  50万円
※�前橋市アーバンデザインに基づく、加算措置があります

4
まちなか低未利用地等
活用促進事業補助金

対象区域内にある空き地や平面駐車場、老朽
化した建築物が立つ土地等で、建築物を新
築・リノベーションし、新たに自ら事業を行
う事業者※

建築工事費
１/２以内　昼上限100～300万円
　　　　　 夜上限  50～150万円
※前橋市アーバンデザインに基づく、加算措置があります

昼＝昼間主（8：00～15：00の間で1時間以上の営業を行う事業者）　夜＝夜間主（左記昼間主以外の事業者）
※対象区域については、お問い合わせ下さい。

補助制度の名称 補助対象者 対象経費 補助金額

買い物利便性向上
支援事業補助金

市街化区域外（市街化調整区域、大胡・宮城・粕
川・富士見地区）で飲食サービス業・小売業・生
活関連サービス業を１年以上営業する事業者

改修工事費
備品購入費

１/ ２以内
上限 10 万円

まちなかの事業者の皆さんへの補助メニュー

市街化区域外の事業者の皆さんへの補助メニュー

商店街の皆さんへの補助メニュー

キッチンカー事業者の皆さんへの補助メニュー

前橋市ＨＰはこちら



　

282021.04

担当課／保健総務課 新型コロナワクチン接種推進室 Tel. 0570-0567-02

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が始まります
　国は、ワクチン接種により新型コロナウイルス感染症まん延の防止が期待できるとして、ワクチンの安全性・
有効性の審査を行うとともに接種体制の構築を進めています。
　前橋市でも、ワクチン接種を希望する人が安心・安全に接種できるよう準備を進めています。

　具体的な開始時期、接種場所、予約方法などについては、詳細が決まり次第
広報まえばしや市ホームページなどを通じてお知らせする予定です。

Ａ．強制（義務）ではありません。接種を受ける人の同意がある場合に限り、接種を行います。
　接種を受ける人には、予防接種による「感染症予防の効果」と「副反応のリスク」の両方についてご理
解いただいたうえで受けていただきたいと考えています。今後、ワクチンに関する確定した情報が入り次第、
速やかに情報をお伝えします。
　なお、職場や周りの方などに接種を強制したり、接種を受けていない人に差別的な扱いをすることのな
いようお願いいたします。

　ワクチン接種のために必要とかたり、金銭や個人情報をだましとろうとする電話に関
する相談が消費者庁に寄せられています。国や自治体がワクチン接種のために金銭や個
人情報を電話で求めることはありませんので、不審な電話にはご注意ください。不審な
電話を受けた時は、最寄りの警察署に相談してください。

前橋市ワクチン接種専用ダイヤル

（電話番号）0570-0
ゼロ

5
コ ロ ナ

67-0
ゼロ

2
ニ

　　（受付時間）平日9時～17時、土日祝10時～15時

対象者（接種順位）と開始時期の見込み　※令和３年３月18日 時点　
　国が定める以下の順番により接種を行う予定です。
　（１）高齢者（65歳以上）……………４月以降、順次実施
　　　　※高齢者（65歳以上）には４月上旬に「接種券」を送付する予定です。
　　　　※�当面確保できるワクチン量に限りがあるため、前橋市では高齢者施設入所・

入居者などから開始し、ワクチン供給量に応じてその他の高齢者の方への
接種を順次実施します。

　（２）その他…………………………実施時期未定
　　　　※高齢者以外の人への「接種券」送付時期は６月以降となる見込みです。

前橋市からのお知らせ

ワクチン接種 Ｑ＆Ａ
Ｑ．新型コロナウイルス感染症のワクチン接種は強制（義務）ですか？

ワクチン接種をかたる不審電話にご注意ください！

市ホームページ
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まえばしシェアサイクル cogbe( コグベ ) が始まります。

市役所の組織を変更します
担当課／交通政策課 Tel. 027-898-6263

担当課／行政管理課 行革推進室 Tel. 027-898-6537

　令和３年４月１日より、キャッシュレスで
利用可能なシェアサイクルが始まります。貸
出・返却ができるサイクルポート30箇所に、
電動アシスト付き自転車が128台配置されま
す。ご利用には専用アプリをダウンロードし
ていただき、利用登録が必要です。なお、前
橋駅西側駐輪場では有人対応も可能です。
　ご利用には、事
前登録が大変便利
です。

まえばしシェアサイクル「cogbe」開始にあたり
太陽誘電㈱様より回生電動アシスト自転車が寄贈されました

　去る3月19日(金)に太陽誘電㈱の梅澤常務取締役様より
回生電動アシスト自転車100台が前橋市の山本市長へ寄贈さ
れました。
　これは、太陽誘電独自の回生技術を搭載したブリヂストン
サイクル製の自転車で、今年度実施しました市民モニタリン
グ事業に使用したものです。
　この快適な自転車を多くの市民・企業・来街者の方々にま
ちなかを移動する新しい手段として活用いただき、前橋の素
晴らしさを肌で感じていただきたいと考えています。

　４月から次のとおり市役所の組織を変更しました。新たな政策や事業へ積極的に取り組むとともに、市民サ
ービスのさらなる向上を図ります。

①市政発信課広報係を秘書課へ移管し、秘書広報課に改称
②政策部を未来創造部に改称
③政策推進課調整係を政策連携係に改称
④市政発信課を廃止
⑤�大胡支所、宮城支所、粕川支所及び富士見支所の税務課を市民サービス課に統合し、当該４支所での個人市

民税の賦課・申告受付を市民税課個人市民税係に集約
⑥スポーツ課インターハイ推進室を廃止
⑦保健予防課新型コロナワクチン接種準備室を保健総務課へ移管し、新型コロナワクチン接種推進室に改称
⑧にぎわい商業課緊急経済対策室を産業政策課へ移管し、経済対策室に改称
⑨道路建設課用地・道の駅推進室を用地係に改称

区　　分 料　金 説　　明
15分 25円

◆15分（１時間まで）	 25円
◆15分（１時間超え）	 50円
◆上限（８時間まで）	 1,000円
※それ以降は15分あたり
50円で課金

30分 50円
１時間 100円
２時間 300円
５時間30分 1,000円
上限（８時間まで） 1,000円
ナイター 300円 22:30～翌7:00（８時間30分）
法人利用（月額） 5,000円 60分未満は何回でも無料

新設する部署

部名・課名・係名 執務場所 担当事務 電話番号
（市外局番は027）

未来創造部
未来政策課
　スマートシティ推進係
　ＩＣＴ戦略推進係

市役所５階 スーパーシティ構想・ＩＣＴ街づくり推進事業など 898-6427
898-6513

市民部 生活課
　市民相談提案係 市役所２階 本市への提案・意見・要望・市民相談など 898-6100

898-6644

文化スポーツ観光部

観光政策課
　観光振興係
　スローシティ推進係
　道の駅推進室

市役所12階 観光振興・スローシティ・移住・定住・シティプロ
モーション・道の駅整備など

257-0674
257-0675
257-0676

農政部 農政課
　有害鳥獣対策係 大胡支所 有害鳥獣対策など 225-7105

都市計画部 建築指導課
　審査監察係 市役所７階 建築確認・完了検査・建築許可・認定申請・違反建

築の是正指導など
898-6753
898-6754
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〒371-0017　前橋市日吉町1-8-1
E-MAIL soumu@maebashi-cci.or.jp

TEL 027-234-5113
FAX 027-234-8031

前橋商工会議所
政策部政策課 広報広聴係

　弊社は、主に再生可能エネルギーを用いた製品を開発提案・
販売をしている会社です。

防災・アウトドアに役立つ製品

・ポータブル冷凍冷蔵庫「ドコでもREICO」
　－20℃～20℃まで設定できるリチウムイオンバッテリー
を搭載したポータブル冷凍冷蔵庫です。30Ｌ／50Ｌの2サイ
ズで、別売ソーラーパネル、シガーソケット、家庭用電源か
らの充電が可能です。
・ポータブル蓄電池
　99Wh～11.5kWhまでの蓄電池を取りそろえております。
全種、ジャンプスターター機能付き！電気は持ち歩く時代で
す。
　上記製品の他にも除菌ライトやLEDライト、ソーラーパネ
ルなどを販売しております。お気軽にお問い合わせください。

　群馬大学医学部附属病院の中にある。理・美容室です。
　店内バリアフリーや移動式シャンプー台を設置しておりま
すので、車椅子の方や移動が困難な方も安心してご利用でき
ます。
　治療でウイッグが必要になった方たちの専用の個室があり、
多メーカーのウイッグが試着できます。患者以外でも付き添
いや職員等、どなたでもご利用できます。空いている時間に
是非ご利用ください。
　敏感肌用の化粧品・シャンプー等も各種取り揃えてありま
す。
　予約優先となっておりますので、電話にてご予約承ります。
お気軽にお問合せください。

災害に備えて欲しい。人にも環境にも優しい再
生可能エネルギー製品

一人ひとりのご要望にお応えいたします‼

小売商業部会　№92000サービス部会　№92070

株式会社REKHair makes La Juno 1991
(ラ・ジュノー)

お問合せ

事業所名 所属部会

加藤建装（株） 建設部会

（株）Free　Hand 建設部会

（有）麗雅齋 飲食観光部会

（有）グンマ物流 交通運輸部会

ダイニングバー　いか焼き剣々 飲食観光部会

（株）パルシアン・エージェンシー 卸商業部会

事業所名 所属部会

したら 卸商業部会

（株）翔興業 建設部会

（株）Sinアカデミー 専門・文化部会

Re17 サービス部会

（株）ISOT 飲食観光部会

Chinese Dining Cafe Very&verY 飲食観光部会

住　所  前橋市下大島町154-1

定休日  土曜・日曜・祝日

T E L  027-289-9411

F A X  027-289-8182

MAIL  info@rek.dsangyo.net

H P  http://rek.d-sangyo.net

住　所  前橋市昭和町3-39-15

　　　　群馬大学医学部附属病院1階アメニティーモール内

定休日  日曜日・祝日

営業時間  9：30～19：00

T E L  027-234-8185

H P  http://www.chokichoki.jp/category01/index.html

店内（美容） 受付／待合室
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会員ひろば

　お客様のニーズに伴い、些細な修理も承っています。
　リビルト（中古部品）を使用したり、ドライブレコーダー（持
ち込み）取付などお安く仕上げるコースもあります。ラジオの
チューニング、車の時計の設定が上手くできないなどなど、
普段聞けないような些細なことを、何なりとお気軽にご相談
ください。
　先日、お客様から長年乗車している愛車が、加速しないと
いうことでご相談がありました。お客様は、年数も経ってい
るため、予算等もとても不安な様子でしたが、どの程度で修
理していきたいかなど、修理過程において、数回に渡りご相
談の上、修理させていただきました。お客様にはとても喜ん
でいただきこちらもとても嬉しい限りです。
　お問い合わせは、下記にある電話やＨＰのお問い合わせホー
ムよりご相談ください。
　ベテラン整備士がお待ちしております。

　前橋で一般住宅や店舗の塗り替え工事をやっています。
　一般的に使用されている外壁用の塗料は、ウレタンやシリ
コンなど、耐用年数８～12年、早いものだと５年で艶がなく
なってしまいます。当店では現在使用されてる塗料の中で１
番性能の良い「スーパーセラン」を10年以上前から専門で施
工しています。耐用年数は28年もあり、なんと28年後でも
艶が80％も残っています。
　その様子を塗装屋では多分初の試み、定点カメラで全工程
を見られるようにしてあります。今までに見たこ
とのない動画だと思いますので是非見てみてくだ
さい。

私は車が大好きです！お客様の大切なお車をま
ごごろをこめて整備いたします

最高級塗料にこだわってます!!

ーあなたの会社や商品を紹介しませんか？ー

新会員のご紹介
事業所名 所属部会

（株）satisfy 専門・文化部会

藍橋文化振興（株） 専門・文化部会

サポーリ・ディ・ノモト（株） 飲食観光部会

まる兵らーめん前橋店 飲食観光部会

（有）シノダ 建設部会

竜園 飲食観光部会

事業所名 所属部会

（株）ワタコー 建設部会

(同)オリエント興産 交通運輸部会

（有）宮内商店 飲食観光部会

大甘堂菓子舗 食品部会

（株）Being 工業部会

（株）MIB 交通運輸部会

建設部会　№92138交通運輸部会　№20278

本ページで貴社の商品や各種サービスをご自由にPRください（掲載無料）
WEBから掲載お申込みいただけます。こちらから➡

有限会社
大木戸自動車整備工場 加藤建装株式会社

住　所  前橋市亀里町1243

定休日  土曜・日曜・祝祭日　お客様とのご相談により土曜日も営業

営業時間  9:00～18:00

T E L  027-265-0128　 F A X  027-289-0134

MAIL  ookido0128@yahoo.co.jp

H P  http://www.big-advance.site/s/132/1374

住　所  前橋市嶺町15-1

定休日  日曜日

営業時間  8:30-18:00

T E L  0120-261-124

MAIL  info@katou-kensou.com

H P  katou-kensou.com

施工前 施工後

▲YouTube
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　宇都宮カクテル倶楽部では、昨年、倶楽部加盟店で提供していた「とちおとめカク
テル2020」をアレンジし、コロナ禍でもお家でカクテルを楽しんでいただけるよう

「お家でつくろう とちおとめカクテル」を考案しました。
　同倶楽部では毎年、宇都宮市の観光資源であるカクテルと栃木県の名産であるいち
ごを一緒に堪能していただけるよう「栃木県産とちおとめ」を使ったオリジナルカク
テルを倶楽部加盟店で提供していました。現在はコロナ禍でなかなか外にカクテルを
飲みに行くことができない状況ですので、本レシピでカクテルを作ってお家で楽しん
でみてはいかがですか。
　また、感染症が終息した際はぜひプロのカクテルを飲みに宇都宮にお越しください。

　2021年３月、東日本大震災から10年を迎えました。
　当時自らも罹災し、臨時の避難所となった水戸芸術館では、2012年に展覧会「3.11とアーティ
スト：進行形の記録」を開催し、震災を受けてアーティストが行ったさまざまな活動を紹介しました。
　あれから10年。アーティストたちは今や「作品」を通してあの厄災に応答しています。
　本展では「想像力の喚起」という芸術の本質に改めて着目し、東日本大震災がもはや「過去」と
なりつつある今、あの厄災と私たちをつなぎ直し、あのとき幼かった世代へ、10年目の私たちへ、
そして後世へと語り継ごうとする作品群を紹介します。

「とちおとめカクテル 」をお家でつくろう！

前橋商工会議所会報

GUNMA

TOCHIGI

IBARAKI

月４

　新型コロナウイルス感染症が拡大する中、日々市民生活を守るために献身的な活動を

続けられている医療従事者の皆様のご尽力と、事業継続と雇用維持に必死に取り組まれ

ている会員事業所の皆様に対し、心から感謝と敬意を申し上げます。

　４月になり、当所も新たな事業計画のもと新年度がスタートしました。今年度当所で

は、困難に直面している事業者への支援を第一に、新しい取り組みにチャレンジする企

業やまちづくりなど地域経済再生に向けて、「こんな時だからこそ声を掛け合おう！！」

を合言葉に会員との絆を大切に事業展開していく所存です。先行きを見通すことは困難

ですが、商工会議所の使命を果たすため会議所自身もDXを推進し組織基盤を強化して

まいります。来年３月には会員事業所と商工会議所がお互いに「良い１年だったね 」と

笑顔で振り返られる年になることを願っています。	 (村井)
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　北関東自動車道の全線開通により、前橋市から宇都宮市へは１時間30分、水戸市へ

は２時間30分となり、北関東３県の距離感はぐんと近くなりました。本コーナーで

は、水戸と宇都宮の商工会議所から、それぞれの地域情報をお届けします。

宇都宮市

水戸市
3.11とアーティスト：10年目の想像

水戸芸術館
TEL 029-227-8111

お問合せ

キタ カ ン だよ り

会　　期 　2月20日（土）～5月9日（日）10:00～18:00（入場は17:30まで ）
※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、変更になる場合がございます。
開催場所 　水戸芸術館現代美術ギャラリー（水戸市五軒町1-6-8）
休 館 日 　月曜日 ※5月3日（月･祝 ）は開館
入 場 料 　一般900円　※高校生以下・70歳以上無料、その他各種割引あり

宇都宮観光コンベンション協会
TEL 028-632-2445
宇都宮カクテル倶楽部　https://www.ucclub.net/

お問合せ

「糸都 」について皆様の声を
お寄せください。こちらから➡

小森はるか＋瀬尾夏美
《二重のまち／交代地のうたを編む》2019 
©Komori Haruka + Seo Natsumi
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事業資金・経営課題 の 解決 に関することは

お気軽にご相談ください

本部・営業部　℡０２７－２３１－８８１６

群馬県信用保証協会

群馬県信用保証協会 検 索
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